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　３月９日（日）、妖怪好きで知られる人気子役の永尾柚乃　３月９日（日）、妖怪好きで知られる人気子役の永尾柚乃
さんをお招きし、境港の"推し"をＳＮＳなどで発信する「ささんをお招きし、境港の"推し"をＳＮＳなどで発信する「さ
かなと鬼太郎のまち １日推しごとナビゲーター」として任かなと鬼太郎のまち １日推しごとナビゲーター」として任
命しました。命しました。
　「境港は何度も来ても楽しく、わくわくして、おいしいも　「境港は何度も来ても楽しく、わくわくして、おいしいも
のがたくさんあるので、『たの・わく・おい境港』ですね」のがたくさんあるので、『たの・わく・おい境港』ですね」
と早速、永尾語録を披露し会場を沸かせていました。と早速、永尾語録を披露し会場を沸かせていました。

 内　容内　容
●境港市健康づくり推進計画（第２期）・P２～３●境港市健康づくり推進計画（第２期）・P２～３
●助成制度などのご紹介・・・・・・・・P４～５●助成制度などのご紹介・・・・・・・・P４～５
●●パスポート・人権政策室からのお知らせ　ほかパスポート・人権政策室からのお知らせ　ほか・P６～７・P６～７
●地域包括支援センターからのお知らせ・P８～９●地域包括支援センターからのお知らせ・P８～９
●エコらいふ通信・まちの話題・・・・・P10～11●エコらいふ通信・まちの話題・・・・・P10～11
●３月定例市議会報告・・・・・・・・・P12～21●３月定例市議会報告・・・・・・・・・P12～21
●情報あらかると・お知らせ・・・・・・P22～29●情報あらかると・お知らせ・・・・・・P22～29
●子育てひろば・図書館に行こう　ほか・P30～33●子育てひろば・図書館に行こう　ほか・P30～33
●学校給食レシピ・今月のげんきちゃん・P34●学校給食レシピ・今月のげんきちゃん・P34



境港市健康づくり　推進計画（第2期）推進計画（第2期）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 を策定しましたを策定しました

　令和7年度～12年度までの６年間の計画です。

　第２期の計画策定にあたっては、市民の皆さんに意見を伺うため、アンケート調査や市民ワークショップを実施しま
した。３回開催した市民ワークショップでは、延べ110人にご参加いただきました。
　市民一人ひとりが、自分のからだの状態に関心をもち、個人・家族・学校・地域・企業が、みんなで声をかけあって
健康づくりに取り組みましょう。

　市民の皆さんのご意見をもとに見直しました

《施策の体系》

心身ともに　元気でいきいきと暮らし　健康寿命をのばそう基本目標

基本方針

取り組む
分野

▼問い合わせ先　健康づくり推進課　地域保健係　☎４7－１０４２

①食育を通じた
　健康づくり
　　　（食育推進計画）

②生活習慣病予防
　のための健康づくり
　　　（健康増進計画）

③こころの
　　健康づくり
　　　（自死対策計画）
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詳細は市ホームページ
をご覧ください

市民ワークショップの様子②市民ワークショップの様子②市民ワークショップの様子①市民ワークショップの様子①
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境港市健康づくり　推進計画（第2期）境港市健康づくり　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 を策定しました

分野ごとの目標と主な施策
【重点活動】
　妊娠期から高齢期まで、ライフステージに応じた切れ目のない取り組みの展開　～学校・企業・地域などとの連携～
　　〇よく噛んでおいしく食べるための食育と連動した歯の健康づくり
　　〇働き盛り世代の健康づくり
　　〇高血圧予防を重点とした健康づくり

市民の健康寿命の延伸を目標とした、
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▼対　象　次のすべてに該当する人
◇市内に住所がある、６５歳以上の人
◇聴覚障害による身体障害者手帳をお持ちでない人
◇中等度の難聴で医師が補聴器の必要性を認めた人

▼助成額
　補聴器本体の購入費用の半額を助成します。（上限額
３万円）

▼その他
◇認定補聴器技能者が在籍する事業者またはその事業者と
　契約している小売店からの購入に限ります。
◇制度の詳細については、長寿社会課窓口や
　市ホームページ　でお知らせします。
◇本事業の利用を希望される場合は、
　事前に長寿社会課へお問い合わせください。

高齢者等運転免許自主返納支援事業

高齢者補聴器購入費助成事業

軽度生活援助費軽度生活援助費

対象となるサービス 助成後の
利用者負担額

室内清掃など 1時間あたり538円
庭の除草

1時間あたり549円
除雪（玄関廻り）
庭木のせん定（生垣、植木など） 1時間あたり684円
家屋の軽微な修繕など 1時間あたり717円

【別　表】

一人暮らし高齢者などの在宅生活を支援するため、シル
バー人材センターを通して別表のサービスを利用した場
合、利用料の半額を援助（上限：年間16時間）します。

▼対　象
　市内に住所があり、次のいずれかに該当する人
◇６５歳以上の１人暮らしの人
◇７０歳以上のみの世帯の人
※施設入所中や入院中の人は対象外です。

▼利用者負担額について
　シルバー人材センターの作業料金の単価改定に伴い、令
和７年度から軽度生活援助費助成後の利用者負担額が別表
のとおり変わります。

▼その他
◇申請書は、長寿社会課窓口にあります。
　また、郵送による申請もできます。
◇シルバー人材センターに依頼する前に申請が必要です。

はり・灸灸
きゅうきゅう

・マッサージ施術費・マッサージ施術費
はり・灸・マッサージ施術費の一部を助成する券を交付
しますので、利用できる市内の施術機関でご使用ください。

▼対　象　市内在住の７０歳以上で市民税非課税世帯の人

▼助成額
　助成券９００円分（１月につき１枚）を申請月から来年
3月までの月数分交付します。

在宅高齢者介護のための紙おむつ代
おむつ利用券を交付します。指定された市内の取扱店で
ご利用ください。

▼対　象
　次のすべてに該当する人
◇在宅の６５歳以上の常時おむつが必要な市内在住の人を
　介護している人
◇おむつが必要な人と介護者がともに市民税非課税世帯で
　ある人（同一世帯・別世帯は問いません）

▼助成額　月額１,２００円
※介護保険の要介護４または５の認定を受けている人を介
　護している人は、月額６,２５０円を交付します。

▼持参するもの　介護保険被保険者証

市ホームページ

◇「軽度生活援助費」
◇「はり・灸・マッサージ施術費」
◇「在宅高齢者介護のための紙おむつ代」
◇「高齢者補聴器購入費助成事業」

に係る申請・問い合わせ先
　長寿社会課　高齢者福祉係　☎４７－１０３９

運転免許を自主返納された市民に、次の支援を行っています。

▼支援内容
　次のいずれかの支援を選ぶことができます。
◇みなとーる回数乗車券（１冊11枚綴り）11冊を１回交付
　（身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳
　 の所持者の場合は、障がい者割引（半額）22冊を選択可能）
◇タクシー乗車券（５００円分）24枚１セットを１回交付

▼申請に必要なもの
◇警察署または免許センターで交付される「申請による運
　転免許の取消通知書」または「運転経歴証明書」の写し
◇印鑑
◇マイナンバーカードなど本人確認ができるもの

▼申請期間
「申請による運転免許の取消通知書」記載の取消日または、
「運転経歴証明書」交付日のいずれかの日から60日以内

▼申請・問い合わせ先
　防災危機管理課　防災危機管理室　☎４７－１１２４

　市民活動推進補助金の対象事業を募集します。

▼対象団体　運営に関する規約などがある市内で活動する
　　　　　　市民活動団体または企業

▼対象事業 対象団体が実施し、市民活動（営利を目的とす
　る社会貢献活動を除く）を促進するために適当と認める事
　業で、交付決定日（５月中旬を予定）以降に実施するもの。

▼申込期限　４月１５日（火）午後５時まで

※補助限度額や申込・審査方法などは、
　市報３月号または市ホームページを
　ご確認ください。

▼問い合わせ先
　総合政策課　政策企画係　☎４７－１０２４

市民活動推進補助金市民活動推進補助金

市ホームページ

助成制度などの一部を
ご紹介します。
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境港出会い応縁事業境港出会い応縁事業

障がいのある人へのタクシー利用料金の助成障がいのある人へのタクシー利用料金の助成
身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳の
所持者へ、通院や外出などでタクシーを利用する際のチ
ケットを交付します。

▼対　象　
　市民税（申請月が４～６月の場合は令和６年度分、７～
３月の場合は令和７年度分）が非課税で、次のいずれかを
所持している人
◇身体障害者手帳１・２級
◇療育手帳Ａ
◇下肢機能障害、体幹機能障害または乳幼児期以前の非進
　行性の脳病変による運動機能障害（移動機能障害に限る）
　がある人で身体障害者手帳３級
◇精神障害者保健福祉手帳１級

▼交付枚数　１カ月つき４枚（年間48枚を限度）

▼持参するもの　障害者手帳または療育手帳（代理人によ
　る申請の場合は申請者本人の印鑑）

　市内在住の独身者の「出会い・婚活」支援として、とっ
とり出会いサポートセンター「えんトリー」のお見合い時
のサポーター料を助成します。
※４月から、えんトリーの登録料（１万円）が無料になり
　ました。この機会にぜひ、ご登録ください。

▼対　象　市内在住で20歳以上の独身の人

▼助成金額
　お見合い時のサポーター料1,000円／回（上限なし）

▼その他
　えんトリーでは、ボランティアでお相手紹介（仲人）を
される人を「縁結びナビゲーター」として登録しています。
「縁結びナビゲーター」は随時募集していますので、興味
のある人はえんトリーまでお問い合わせください。

▼問い合わせ先
◇境港出会い応縁事業について
　総合政策課　政策企画係　☎４７－１０２４
◇えんトリーについて
　えんトリー米子センター　☎３０－３４４３

障がいのある人への手当障がいのある人への手当
　各手当に認定基準や所得制限などがあります。詳細はお
問い合わせください。
【特別障害者手当】

▼対　象　重度の障がいがあり、日常生活で常に介護を必
　　　　　要とする、在宅の20歳以上の人

▼手当額（月額）　２万９,５９０円
【障害児福祉手当】

▼対　象　重度の障がいがあり、日常生活で常に介護を必
　　　　　要とする、在宅の19歳以下の人

▼手当額（月額）　　１万６,１００円
【特別児童扶養手当】

▼対　象　中度以上の障がいがある19歳以下の児童を
　　　　　在宅で養育している人

▼手当額（月額・１人あたり）
◇１級　５万６,８００円
◇２級　３万７,８３０円

◇「障がいのある人への手当」
◇「障がいのある人へのタクシー利用料金の助成」

に係る申請・問い合わせ先
　福祉課　福祉係
　☎４７－１１２１　　４２－５８９７FAX

チャイルドシート購入費補助事業
　購入後１年以内のチャイルドシート（ジュニアシート含
む）購入費用の一部を補助します。

▼対　象
　購入日に市内在住の６歳未満児を養育している保護者
※子ども１人につき１回限り

▼補助金額
チャイルドシートなどの購入費用の２分の１（上限5,000円）
※ポイント利用の場合は、ポイント利用分を差し引いた額
　が対象となります。

▼申請方法
　申請書類を防災危機管理課または子育て支援課に提出。
※申請書類は市ホームページおよび
　窓口にあります。

▼申請に必要なもの
◇領収書（申請者、金額、品名、日付、
　販売店名などの記載のあるもの）
◇製品の取扱説明書
◇マイナンバーカードなど本人確認ができるもの
◇申請者の通帳（補助金の振込先がわかるもの）
◇印鑑

▼問い合わせ先
防災危機管理課　防災危機管理室　☎４７－１１２４

感震ブレーカー設置事業補助金感震ブレーカー設置事業補助金
　地震の際の火災を防止する「感震ブレーカー」の設置な
どに要する費用の一部を助成します。

▼対　象
　市内在住者で、工事または購入により感震ブレーカーの
設置が年度内に完了する人
※交付決定前に契約や施工、購入したものは対象外です。

▼補助金額
　補助対象経費の３分の２
（上限　工事あり：４万円、工事なし：１万４千円）

▼申込方法　申請書など申込方法については、
　お問合せください。

▼問い合わせ先
防災危機管理課　防災危機管理室　☎４７－１０７１

市ホームページ

市ホームページ

えんトリー
ホームページ
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　行政相談委員は、総務大臣から委嘱され、住民の皆さんから行政サービスについての要望や暮らしの困りごと
をお聴きし、解決のための助言や、関係機関への連絡を行っています。（相談日程などは、毎月市報の巻末でお
知らせしています）
　４月１日付けで委嘱替えが行われました。本市では引き続き湯越さんと松本さん、また新たに渡辺さんを加え
た計３人が委嘱されました。任期は、令和９年３月31日までです。

松本敏浩さん（元町）湯越敬さん（中野町） 渡辺典子さん（渡町）

生活保護を必要とする可能性はどなたにもあります。
　ためらわずに福祉課（４７－１０４７）にご相談ください。

生活保護の申請は国民の権利です。

▼問い合わせ先　総務省鳥取行政監視行政相談センター　☎0857－24－5541

行政相談委員の紹介行政相談委員の紹介

旅券（パスポート）が変わりますす

３月２４日（月）の申請受理分から、パスポートの偽造・変造対策強化のためパスポートが変わ
るとともに、利便性向上のため申請時の手続きが変更となりました。

オンライン申請の利便性が向上

「２０２５年旅券」の導入

　顔写真ページがプラスチック基板になり、偽造・変造対策が大幅に強化されます。
また、パスポートの作成場所が集約され、申請から発行までの期間が県庁窓口で申請
の場合は7開庁日、県庁以外の窓口で申請の場合は９開庁日に変更になります。

　マイナポータルを利用したオンライン申請では、戸籍情報がシステム上で連携され
るため（同意した場合に限る）、戸籍謄本の提出が不要です。
　また、パスポートの取得費用が変わります。窓口申請とオンライン申請で料金が異
なり、オンライン申請の方がお得になります。

▼問い合わせ先　市民課　市民係　☎４7－１０３３

窓口 変更前 変更後
県庁 ５開庁日 ７開庁日
県庁以外 ７開庁日 ９開庁日

詳細についてはQRコードを
ご覧ください

県ホームページ
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　◇みんなの人権１１０番（ナビダイヤル）　
　　☎０５７０－００３－１１０
　　（受付時間：月～金曜日８：３０～１７：１５）
　◇インターネット人権相談受付窓口
　　右記のＱＲコードから読み込んでください。

誰もが自分らしく
いきいきと暮らせるまちをめざして

【問い合わせ先】
　総合政策課　人権政策室
　☎４７－１１０２

　誰もが「人権」を尊重される社会の実現をめざして
　　　　　　  ～ 「人権感覚」を磨いて、笑顔あふれるまちづくりを！～
　
　

みんなで拓く
人権文化 260

　鳥取地方法務局および鳥取県人権擁護委員連合会では、身近に起こる人権問題を解決に導くため、年間を通して各地
域で特設人権相談所を開設しています。本市でも、毎月「特設人権相談所」で人権相談を受け付けています。
　「自分の悩みは人権侵害かも？」と思ったら、人権擁護委員がお受けしますので、一人で悩まず気軽にご相談ください。
悩み解決のため、最善の方法を一緒に考えます。相談は無料で、秘密は守られます。
　人権相談の方法は、他にも、電話相談やインターネット相談などもあります。相談しやすい方法でご相談ください。

　「人権」って、よく分からない、堅苦しい、難しいと思っていませんか？「人権」とは、「人間が人間らしく、幸せを
求めて生きることのできる、生まれながらにもっている権利」といわれます。
　現在では、性別、人種、民族、年齢、国籍などに関わらず、普遍的にあらゆる人に保障されるべき基本的な権利として、
わが国をはじめ、世界各国の憲法や法律に取り入れられています。本市も、「一人ひとりの人権が尊重されるまちづくり」
を推進しています。
  市では、今年度も、人権課題（人権問題）について学び、考えながら「人権感覚」を磨いていく学習の機会として、「人
権学習講座」などのさまざまな取り組みを実施する予定です。
　どなたでも参加可能ですので、これらの講座やイベントにお出かけいただき、「人権感覚」を磨いて、すべての人が
安心して暮らせる「笑顔あふれるまちづくり」を推進していきましょう。

【主なイベント・講座など】
◇人権学習講座…境港 ふれあい・ほっと アカデミー（年３回）
◇人権学習地区巡回講座…境港 ふれあい・ほっと ミーティング（各地区）　
◇境港市人権ふれあいフェスティバル（11月開催予定）　　
◇人権啓発映像作品（ＤＶＤ）の無料貸し出し
◇人権学習出前講座の受付（少人数でも可能）
※ 詳しい日程、内容が決まりましたら、市報、ホームページなどでお知らせします。

「特設人権相談所」を開設しています
　　　　　　　　　　　　　　　　　　～人権擁護委員が「人権相談」をお受けします～

※今月の人権相談については、３３ページの『くらしの相談日』をご覧ください。

【相談内容（人権問題全般）】
　◇近隣、家族間または職場内でのトラブル
　◇子ども、女性または高齢者をめぐる問題（セクハラ、パワハラ、家庭内暴力、体罰、いじめ）
　◇インターネットでの誹謗中傷・差別　など
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【申し込み・問い合わせ先】 長寿社会課　地域包括支援センター　☎４７－１１３１
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▼対　象
◇６５歳以上で、介護認定を受けておらず、日常生活で足腰が弱くなり運動をしたいと感じている人
◇週１回、５カ月間の参加が可能な人

▼と　き　５月８日（木）～９月３０日（火）の週１回（各コース計１９～２０回）

▼参加費　１回３００円

▼送　迎
◇⑥フィットネスAコースのみ送迎があります。（送迎の定員９人）
◇必要な人は、申し込み時にご相談ください。

▼申込期限　４月１４日（月）
※申し込みには申請書の提出が必要です。（申請書は地域包括支援センターにあります）
※申し込み多数の場合は、新規参加者を優先します。
※エクササイズさかいみなと（5月～7月まで）に申し込む人は申請できません。

▼注意事項
　３カ月以内に入院した人や運動を含む日常生活に制限などがある人は、主治医の診断書（自己負担）が必要です。

介護予防筋力向上トレーニング事業の参加者募集
　市では、市民の皆さんが健康でいつまでも「自分らしく」生活できるために、介護予防筋力向上トレーニング事業とし
て、器具を使ったパワーリハビリや誰でも簡単にできる体操の教室を行っています。
　住み慣れた地域で元気に安心して暮らし続けることができるよう、積極的に取り組んで、健康寿命（健康上の問題で日常
生活が制限されることなく生活できる期間）を延ばし、生きがいを持っていきいきと過ごしていきましょう。

コ　ー　ス 内　　　容 曜日 時　　間 場　　所 募集人数
（対象参照）

①

器具コース
（パワーリハビリ）

個々に合ったプログラムに基づ
き、専用の運動器具を使ったト
レーニングを行います。

火 午後２時
　～３時３０分

生きいきリハビリセ
ンターさかい幸朋苑 １０人

② 水 午後１時３０分
　　　　～３時

元町病院リハビリ
テーションセンター １０人

③ 木 午後２時
　～３時３０分

生きいきリハビリセ
ンターさかい幸朋苑 １０人

④ 器具＆
体操コース

運動器具を使ったトレーニングや
ストレッチや筋力をつける体操を
行います。

金 午後１時３０分
　　　　～３時

元町病院リハビリ
テーションセンター １０人

⑤ 体操コース
良い姿勢作りに大切な骨盤底筋を
鍛えて、全身のストレッチ、筋力
強化を行います。

金 午後２時
　～３時３０分 済生会病院 ２０人

⑥ フィットネス
Ａコース

筋力トレーニングやセラバンドを
用いた体操、脳トレなどのほか、
低栄養予防や口腔機能改善の講話
を各1回行います。

火 午前１０時
～１１時３０分

浜の里
（老人福祉センター） ２３人

⑦ フィットネス
Ｂコース

体力に合わせて、ストレッチや筋
力をつける体操、ボールを用いた
体操や脳トレなどを行います。

金 午前１０時
～１１時３０分 保健相談センター ２７人

【申し込み・問い合わせ先】 長寿社会課　地域包括支援センター　☎４７－１１３１

▼内　容
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　地球温暖化対策の一環として、市内での再生可能エネルギー導入をより一層推進するため、太陽光発電システム
などを設置される人に補助金を交付しています。
　※対象要件、申請受付開始日など、詳しくは市ホームページでお知らせします。

エコらいふ通信　～豊かな自然を未来につなぐために～

◇太陽光発電システム（家庭用・事業所用）
【家 庭 用】  対象設備の出力1kWあたり４万円（上限５kW）
【事業所用】　対象設備の出力1kWあたり４万円（上限１０kW未満）

◇定置用蓄電池（家庭用・事業所用）
　対象設備の蓄電容量１kWhあたり
　６万円（上限４０万円）

【ごみ分別アプリ「さんあ～る」公開中！】
　詳しくは市ホームページをご覧ください。
　（右のQRコードよりアクセスできます。）

【問い合わせ先】
　環境・ごみ対策課（清掃センター内）　
　　　　　　　　　☎４２－３８０３　

太陽光発電システムや蓄電池導入への補助金

　※いずれの補助金も、上記の単価による算出金額と総事業費の1/3の額のいずれか低い方が上限となります。
　※ヒートポンプ給湯機など（エコキュートなど）については市で補助を行っていませんが、
　　国で補助金が用意されています。申請方法など、詳しくは資源エネルギー庁のホームページをご覧ください。

飼い主のいない猫の不妊去勢手術費補助金
　飼い主のいない猫の繁殖抑制を進め、地域の生活環境保全と市民の動物愛護意識高揚を目的として、市内で捕獲
した飼い主のいない猫に不妊・去勢手術を受けさせる人に対して、手術費用の一部を補助します。

◇１頭あたりの補助金額（上限）　オス８，０００円　／　メス１５，０００円
◇補助予定頭数　１１２頭（オス２６頭 ／ メス８６頭）
◇補助金申請受付開始日　４月１日（火）

　※予算の範囲内で受け付けます。
　※交付決定前に手術を行った場合は対象外です。必ず手術前に申請が必要です。

　２０２３年に開催された「水銀に関する水俣条約第５回締約国会議」で、水銀添加製品である一般照明用の蛍光ランプの
製造・輸出入を、２０２７年末までに段階的に廃止することが決定されました。
　これに伴って、一般照明用の蛍光ランプを使用している設備などについて、計画的なＬＥＤ化を進めていただくとともに、
引き続き当該蛍光ランプの使用が必要である場合には、在庫切れとなる前に必要数の調達などをお願いします。
　（※廃止対象となる蛍光ランプは、廃止期限後においても在庫品の流通・販売や既存製品の継続使用は可能です）

一般照明用蛍光灯（蛍光ランプ）の製造・輸出入が２０２７年までに廃止されます

（出典：環境省ホームページ）

市報さかいみなと　10



～まちの話題～～まちの話題～

市では、対話を通した地域交流プログラム「みなトーク」を進めています。今回は、余子公民館の公民館講座
として、地元の行事を見直し、新しい価値づけを行うことを目的とした「みなトーク」を開催しました。

対話を通して地域交流 ～みなトーク～

　テーマとなったのは「市民運動会」。子どもや若い人の
参加を促し、持続可能な運動会にして行くために、「子ど
もを真ん中において、大人も一緒に楽しめる運動会にする
ためには？」という切り口で、参加した地域住民30人余
りがグループに分かれて対話を行いました。
　各グループでは、市内７公民館から集まった公民館主事
がファシリテーターとなって、和気あいあいとした雰囲気
づくりを心がけ対話を進めました。笑い声も混じる楽しい
対話が繰り広げられ、出てきたアイデアも盛りだくさん！
「家族で参加できる競技を」「三世代でつなぐ競技」「自治
会対抗の応援合戦」「運動会にピクニック気分で参加でき
る工夫」など。それ、あったらいいよね！と思えるものが
数多くありました。
　対話を終えた参加者からは「とても楽しかった！」「こ
ういう機会がもっとあればいいと思う」など、満足感あふ
れる感想を頂きました。

%
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今
期
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、
令

和
７
年
度
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る

諸
議
案
を
ご
審
議
願
う
に
あ
た
り
、

所
信
の
一
端
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

主
要
課
題
等
に
つ
い
て
基
本
的
な
考

え
方
を
申
し
上
げ
、
議
員
各
位
並
び

に
市
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
境
港
市
に
と
っ

て
明
る
い
話
題
の
多
い
１
年
で
あ
り

ま
し
た
。

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
で
は
、
水
木

し
げ
る
記
念
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
な
ど
に
よ
り
、
年
間
入
込

客
数
が
５
年
ぶ
り
に
目
標
で
あ
る

２
０
０
万
人
を
達
成
し
た
ほ
か
、
境

漁
港
で
は
、
水
揚
げ
が
２
年
連
続
で

12
万
ト
ン
・
２
３
０
億
円
を
上
回
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
境
港
で
は
、
ク
ル
ー
ズ
客

船
の
寄
港
に
加
え
、
韓
国
・
東
海
を

結
ぶ
日
韓
定
期
貨
客
船
の
運
航
が
再

開
し
た
ほ
か
、
米
子
鬼
太
郎
空
港
で

は
、
香
港
便
が
再
開
す
る
な
ど
、
海

の
道
・
空
の
道
の
充
実
が
図
ら
れ
ま

し
た
。

　

本
年
も
、
昨
年
を
上
回
る
ク
ル
ー

ズ
客
船
の
寄
港
、
米
子
鬼
太
郎
空
港

に
お
け
る
台
湾
便
の
就
航
、
ク
ロ
マ

グ
ロ
の
漁
獲
枠
の
増
加
な
ど
に
加
え
、

米
子
・
境
港
間
の
高
規
格
道
路
や
外

港
昭
和
南
地
区
の
岸
壁
整
備
に
向
け

た
進
展
も
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
追
い
風
を
し
っ
か
り

と
捉
え
、
さ
ら
な
る
賑
わ
い
を
創
出

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
７
年
度
は
、
計
画
期

間
が
令
和
８
年
度
ま
で
と
な
っ
て
い

る
「
境
港
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
プ

ラ
ン
（
第
10
次
境
港
市
総
合
計
画
）」

に
つ
い
て
、
次
期
計
画
の
策
定
に
向

け
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
次

期
計
画
は
、
こ
れ
ま
で
別
々
に
策
定

し
て
い
た
「
境
港
市
総
合
戦
略
」
を

統
合
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
と
、

そ
の
実
現
に
向
け
た
戦
略
を
、
一
体

的
に
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。　

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
石
破
政
権

が
掲
げ
る「
地
方
創
生
２
．０
」や「
事

前
防
災
の
強
化
」
な
ど
、
国
が
示
す

方
向
性
や
動
き
を
注
視
す
る
と
と
も

に
、
市
民
や
事
業
者
の
皆
様
の
声
を

し
っ
か
り
と
伺
い
な
が
ら
、「
自
分

た
ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち
で
考
え
、

自
分
た
ち
で
創
り
上
げ
て
い
く
」
と

い
う
姿
勢
を
忘
れ
ず
、
境
港
市
ら
し

い
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
人
口
減
少
対
策
・
移
住
定

住
対
策
に
お
い
て
は
、
雇
用
や
所
得

の
創
出
、
男
女
共
同
参
画
や
女
性
活

躍
な
ど
に
向
け
た
取
組
が
重
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
境
港
商
工
会
議
所
な

ど
と
連
携
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
、
本
市
が
こ
れ
ま
で

取
り
組
ん
で
き
た
施
策
を
総
点
検
し
、

よ
り
実
効
性
の
あ
る
施
策
へ
と
見
直

し
を
図
る
な
ど
、
女
性
や
若
者
が
住

み
や
す
い
と
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
も
と
で
、

「
３
つ
の
港
」、「
水
木
し
げ
る
ロ
ー

ド
」
や
「
海
辺
」
が
賑
わ
い
、
魅
力

と
活
気
に
あ
ふ
れ
、
誰
も
が
心
豊
か

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
笑
顔
あ
ふ

れ
る
境
港
市
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

そ
れ
で
は
、「
ま
ち
づ
く
り
総
合

プ
ラ
ン
」
に
掲
げ
る
５
つ
の
基
本
目

標
に
沿
っ
て
、
令
和
７
年
度
の
取
組

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て

元
気
に
暮
ら
す

支
え
愛
の
ま
ち
づ
く
り

市

民

生

活
・

地

域

経

済

の

下

支

え

　

長
引
く
物
価
高
騰
が
、
依
然
と
し

て
市
民
生
活
や
地
域
経
済
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

令
和
７
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
第

４
弾
と
な
る
「
さ
か
い
み
な
と
応
援

券
」
を
５
月
か
ら
全
市
民
に
配
布
す

る
と
と
も
に
、
為
替
相
場
の
急
激
な

変
動
の
影
響
を
受
け
た
事
業
者
の
た

め
の
制
度
融
資
と
利
子
助
成
を
延
長

す
る
な
ど
、
時
機
を
逃
さ
ず
必
要
な

施
策
を
実
行
し
、
市
民
生
活
と
地
域

経
済
を
下
支
え
し
て
ま
い
り
ま
す
。

３月定例市議会報告
　３月定例市議会が２月２５日から３月２１日まで開催されました。
　はじめに、伊達市長が新年度の市政運営に向けての施政方針を述べた後、令和７年度
一般会計予算などが上程され、いずれも原案のとおり可決されました。

伊
達
市
長
の
施
政
方
針

市

民

生

活
・

地

域

経

済

の

下

支

え※画像は第３弾の応援券
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市

民

の

健

康

づ

く

り

　

令
和
７
年
度
か
ら
の
６
年
間
を
計

画
期
間
と
す
る
「
第
２
期
境
港
市
健

康
づ
く
り
推
進
計
画
」
を
今
月
策
定

し
ま
し
た
。
第
２
期
計
画
で
は
、
事

業
者
と
の
連
携
・
協
力
に
よ
り
、
働

き
盛
り
世
代
の
健
康
づ
く
り
を
進
め

る
と
と
も
に
、
高
血
圧
へ
の
対
策
や

生
活
習
慣
病
の
発
症
及
び
重
症
化
予

防
対
策
と
し
て
減
塩
を
推
進
す
る
ほ

か
、
20
歳
・
30
歳
の
歯
周
病
疾
患
検

診
及
び
妊
産
婦
へ
の
歯
科
検
診
を
新

た
に
実
施
し
、
口
腔
機
能
の
維
持
・

向
上
に
も
力
を
注
い
で
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。
本
計
画
に
基
づ
き
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
「
自
分
の
健
康

は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
意
識
を

も
っ
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
健
康
寿
命

の
延
伸
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
心
身

と
も
に
元
気
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
「
次
世
代
に
つ
な
が
る
し
き
ゅ

う
（
至
急
・
子
宮
）
大
作
戦
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接

種
や
検
診
な
ど
の
有
効
性
に
つ
い
て
、

よ
り
一
層
の
普
及
啓
発
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
検

診
や
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
、
将
来
の
妊
娠
・

出
産
に
向
け
た
健
康
状
態
の
検
査
な

ど
へ
の
助
成
に
つ
い
て
、
対
象
者
を

拡
大
す
る
な
ど
、
制
度
の
拡
充
も
図

り
な
が
ら
、
若
い
う
ち
か
ら
自
分
の

か
ら
だ
に
関
心
を
持
ち
、
病
気
の
予

防
や
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
た
め
の
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

４
月
か
ら
定
期
接
種
が
始
ま
る
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ
き
ま
し
て
は
、

原
則
65
歳
か
ら
５
歳
刻
み
の
節
目
年

齢
と
な
る
方
を
対
象
に
接
種
費
用
の

助
成
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

帯
状
疱
疹
は
、
高
齢
に
な
る
に
従
い

発
症
率
が
高
く
な
り
、
重
症
化
す
る

と
目
や
耳
に
起
こ
る
合
併
症
な
ど
に

よ
り
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
予
防
に
有

効
で
あ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、

周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

子

育

て

支

援

　

公
立
保
育
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
あ
が
り
み

ち
保
育
園
」
に
お
い
て
、
先
月
か
ら

０
歳
児
の
受
け
入
れ
を
開
始
し
、
０

歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
一
貫
保
育
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

「
な
か
は
ま
保
育
園
」
に
お
い
て

も
、
10
月
以
降
に
０
歳
児
の
受
け
入

れ
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

し
っ
か
り
と
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

「
わ
た
り
保
育
園
」
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
園
庭
な
ど
を
整
備
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
令
和
７
年
度
中
に
、

園
舎
の
新
築
工
事
を
行
い
、
令
和
８

年
度
か
ら
新
し
い
園
舎
で
保
育
を
開

始
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
は
、
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
や
子
育
て
全
般
に
関
す
る
相

談
を
受
け
る
「
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
」
を
新
た
に
配
置
し
、
保
育

園
・
幼
稚
園
の
入
園
に
つ
い
て
の
案

内
や
一
時
預
か
り
の
空
き
状
況
に
つ

い
て
の
情
報
提
供
な
ど
、
保
護
者
の

ニ
ー
ズ
と
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
を
繋
げ

る
と
と
も
に
、「
子
育
て
が
上
手
く

い
か
な
い
」、「
子
育
て
に
か
か
り
切

り
に
な
り
、
自
分
の
時
間
が
も
て
な

い
」
な
ど
、
保
護
者
が
抱
え
る
子
育

て
に
対
す
る
不
安
や
孤
独
感
の
軽
減

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
や

子
育
て
に
悩
み
・
不
安
を
抱
え
る
保

護
者
が
集
ま
り
、
子
ど
も
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
な
ど

を
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形
式
で
学
ぶ

「
親
子
関
係
形
成
支
援
事
業
」
を
鳥

取
県
西
部
の
市
町
村
で
共
同
実
施
し
、

家
庭
に
寄
り
添
っ
た
支
援
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

高

齢

者

福

祉

の

充

実

　

介
護
予
防
に
つ
き
ま
し
て
は
、
補

聴
器
購
入
費
助
成
や
聴
こ
え
の
相
談

会
の
開
催
な
ど
、
引
き
続
き
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
へ
の
対
策
に
取
り

組
む
ほ
か
、
本
年
度
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
新
た
に
配
置
し
た
２

人
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職

が
運
動
教
室
「
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
さ
か

い
み
な
と
」
や
「
い
き
い
き
百
歳
体

操
」
の
実
技
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
今
後
も
フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
の
皆
様
と
も
連
携
し
、
フ
レ
イ

ル
予
防
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
を
推
進
す
る
拠
点
で

あ
る
境
港
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
建
設
か
ら
40
年
以
上
が

経
過
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、
大
規
模
改
修
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
利
用
団
体
と
意
見
交

換
を
行
い
、
会
議
室
の
増
設
な
ど
の

要
望
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
令

和
７
年
度
は
、
こ
れ
ら
の
要
望
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
利
便
性
の
高
い
施
設
と
な
る

よ
う
、
改
修
工
事
の
設
計
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

地

域

福

祉

の

推

進

　

市
民
の
身
近
な
相
談
役
で
あ
る
民

生
委
員
に
は
、
地
域
の
見
守
り
活
動

や
関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し
な
ど
、
地

域
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
の
進
展
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

意
識
の
希
薄
化
な
ど
、
民
生
委
員
の

負
担
が
年
々
増
す
中
、
民
生
委
員
の

負
担
軽
減
や
担
い
手
確
保
が
、
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
課
題
の
解
消
に
向
け
、

４
月
に
、
地
域
の
見
守
り
活
動
や
福

祉
活
動
に
参
加
・
協
力
し
、
民
生
委

員
を
補
佐
す
る
「
民
生
委
員
協
力
員

制
度
」
を
導
入
し
ま
す
。
民
生
委
員

の
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
民
生

委
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、

新
た
な
地
域
福
祉
の
担
い
手
と
な
る

人
材
の
育
成
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

「
さ
か
な
」「
鬼
太
郎
」

「
港
」
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り

水

産

業

の

振

興

　

境
漁
港
に
お
け
る
令
和
６
年
の

水
揚
量
は
、
前
年
比
４
・
６
％
増
の

12
万
５
千
ト
ン
余
で
全
国
第
３
位
、

水
揚
金
額
は
、
前
年
比
２
・
４
％
減

の
２
３
９
億
円
余
で
、
全
国
第
４
位

と
な
り
、
２
年
連
続
で
12
万
ト
ン
・

２
３
０
億
円
を
上
回
り
、
好
調
を
維

持
し
て
お
り
ま
す
。

　

ク
ロ
マ
グ
ロ
の
令
和
７
年
漁
獲
枠

が
増
え
る
こ
と
に
加
え
、
マ
イ
ワ
シ

の
資
源
が
回
復
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
境
漁
港
に
お
け
る
今
後
の
水
揚

量
の
さ
ら
な
る
増
加
を
期
待
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

子

育

て

支

援

高

齢

者

福

祉

の

充

実

市議会報告

市

民

の

健

康

づ

く

り

地

域

福

祉

の

推

進

水

産

業

の

振

興境漁港で水揚されるマグロ
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し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
加
工
施

設
や
冷
凍
冷
蔵
施
設
の
老
朽
化
等
に

よ
り
、
陸
上
の
処
理
能
力
が
低
下
し

て
き
て
お
り
、
１
日
当
た
り
の
水
揚

量
が
制
限
さ
れ
る
な
ど
、
新
た
な
課

題
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。

　

資
源
回
復
に
対
応
し
た
陸
上
の
処

理
能
力
を
確
保
す
る
た
め
、
民
間
企

業
の
冷
凍
冷
蔵
施
設
の
更
新
に
係
る

補
助
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て
、
国
に

要
望
を
行
う
な
ど
、
鳥
取
県
や
水
産

業
界
と
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
令
和
７

年
度
に
お
い
て
も
引
き
続
き
、
国
等

へ
の
要
望
を
続
け
る
と
と
も
に
、
安

全
と
安
心
が
向
上
し
た
、
お
い
し
く

て
品
質
の
良
い
「
産
地
境
港
」
の
水

産
物
を
、
国
内
外
の
消
費
者
に
届
け

る
た
め
、
積
極
的
に
情
報
発
信
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
貢
献
の
一
環
と
し
て
始
ま
っ

た
「
技
能
実
習
制
度
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昨
年
６
月
に
法
改
正
が
行
わ

れ
、
人
手
が
不
足
し
て
い
る
分
野
の

人
材
育
成
と
人
材
確
保
を
目
的
と
す

る
「
育
成
就
労
制
度
」
が
３
年
以
内

に
施
行
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。

　

外
国
人
材
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る

水
産
業
を
初
め
、
市
内
企
業
に
お
い

て
も
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
制
度
改
正
が
市
内
企
業

に
与
え
る
影
響
や
課
題
に
つ
い
て
、

昨
年
10
月
に
、
境
港
商
工
会
議
所
に

お
い
て
、
水
産
関
係
企
業
及
び
監
理

団
体
と
政
策
懇
談
会
を
開
催
し
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
は
、「
育
成

就
労
制
度
」
へ
の
移
行
に
備
え
、
市

内
企
業
等
と
定
期
的
な
懇
談
会
を
開

催
す
る
な
ど
、
状
況
把
握
や
情
報
共

有
に
努
め
、
市
と
し
て
の
施
策
を
検

討
す
る
と
と
も
に
、
国
や
県
に
要
望

も
行
い
な
が
ら
、
安
定
的
に
人
材
確

保
が
図
ら
れ
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

農

業

振

興

　

基
幹
作
物
で
あ
る
白
ね
ぎ
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
年
度
に
引
き
続
き
、

「
弓
浜
地
区
白
ね
ぎ
産
地
の
生
産
振

興
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
収
穫
・
出

荷
作
業
の
効
率
化
や
作
業
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
に
機
械
導
入
の
支
援

を
行
う
な
ど
、
生
産
者
・
鳥
取
西
部

農
業
協
同
組
合
・
行
政
が
一
丸
と

な
っ
た
取
組
に
よ
り
、
西
日
本
一
の

白
ね
ぎ
産
地
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

弓
浜
干
拓
地
の
営
農
基
盤
の
強
化

に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
４
年
度
か

ら
、
中
海
干
拓
地
営
農
組
合
が
行
う

輪
作
営
農
に
加
え
、
排
水
や
耕
作
条

件
の
改
善
な
ど
の
取
組
に
支
援
を

行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
、
圃
場
の

石
礫れ

き

除
去
や
緑
肥
栽
培
な
ど
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
荒
廃
農
地
対
策
に
つ
き
ま

し
て
は
、
昨
年
５
月
か
ら
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
の
燃
料
と
し
て
利
用
可
能
な

早
生
樹
の
試
験
栽
培
を
行
っ
て
お
り
、

約
９
カ
月
が
経
過
し
た
先
月
末
の
平

均
樹
高
は
約
１
メ
ー
ト
ル
、
大
き
い

も
の
は
約
２
メ
ー
ト
ル
で
、
概
ね
順

調
に
生
育
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
は
、
新
た
な
栽
培
条

件
で
追
加
の
植
樹
を
行
う
こ
と
と
し

て
お
り
、
引
き
続
き
、
生
育
デ
ー
タ

等
を
分
析
し
な
が
ら
、
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
事
業
者
と
連
携
し
、
事
業
化
に

向
け
た
検
証
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

観

光

振

興

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
に
つ
き
ま
し

て
は
、「
ゲ
ゲ
ゲ
の
広
場
」
の
オ
ー

プ
ン
や
「
水
木
し
げ
る
記
念
館
」
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
な
ど
に
よ

り
、
昨
年
の
年
間
入
込
客
数
が
５
年

ぶ
り
に
２
０
０
万
人
を
突
破
し
ま
し

た
。

　

特
に
映
画
「
鬼
太
郎
誕
生

ゲ
ゲ

ゲ
の
謎
」
の
大
ヒ
ッ
ト
は
、
新
た
な

フ
ァ
ン
層
の
獲
得
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
秋
に
は
、
小

泉
八
雲
の
妻
・
セ
ツ
を
モ
デ
ル
と
し

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
ド
ラ
マ
小
説
「
ば
け

ば
け
」
の
放
映
が
決
ま
っ
た
こ
と
か

ら
、「
水
木
し
げ
る
記
念
館
」、
松

江
市
の
「
小
泉
八
雲
記
念
館
」、
広

島
県
三
次
市
の
「
三
次
も
の
の
け

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
「
も
の
の
け
３

館
」
で
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
周
遊
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組
む

と
と
も
に
、
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山

圏
域
観
光
局
に
お
い
て
も
、
ド
ラ
マ

を
生
か
し
た
周
遊
事
業
を
計
画
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、４
月
13
日
に
は
大
阪
・

関
西
万
博
が
開
幕
し
、
５
月
29
日
に

は
米
子
市
で
日
台
観
光
サ
ミ
ッ
ト
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
鳥
取
県
や

圏
域
観
光
局
な
ど
関
係
機
関
と
連
携

し
、
さ
ら
な
る
誘
客
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
、
み
な
と
祭
が

80
回
目
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
本
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
な
ど
を
招
い
た
前
夜
祭
や
、

例
年
よ
り
も
規
模
を
拡
大
し
た
花
火

大
会
の
開
催
な
ど
、
大
い
に
盛
り
上

げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

水
木
し
げ
る
先
生
の
戦
争
体
験
を

も
と
に
し
た
平
和
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
つ
き
ま
し
て
は
、
４
月
に
大
阪
の

中
学
校
が
受
講
を
予
定
す
る
な
ど
、

旅
行
代
理
店
と
の
商
談
の
成
果
が
少

し
ず
つ
現
れ
始
め
て
お
り
、
引
き
続

き
、
教
育
旅
行
の
誘
客
ツ
ー
ル
と
し

て
活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
７
年
度
は
、
市
内
小

学
校
の
校
外
学
習
で
の
活
用
を
予
定

し
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
、
中
海
・
宍

道
湖
・
大
山
圏
域
の
小
中
学
校
に
も

働
き
か
け
、
水
木
し
げ
る
記
念
館
を

地
元
の
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
場
と

し
て
、
し
っ
か
り
と
活
用
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

空
の
玄
関
口
で
あ
る
米
子
鬼
太
郎

空
港
に
お
き
ま
し
て
は
、
令
和
５
年

10
月
に
運
航
を
再
開
し
た
米
子
ソ
ウ

ル
便
は
、
平
均
搭
乗
率
が
80
％
を
超

え
、
好
調
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
10
月
に
再
開
し
た
米
子
香
港
便

は
12
月
の
搭
乗
率
が
70
％
を
超
え
ま

し
た
が
、
利
用
促
進
が
ま
だ
ま
だ
必

要
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

５
月
の
日
台
観
光
サ
ミ
ッ
ト
に
あ

わ
せ
て
、
台
湾
か
ら
の
定
期
チ
ャ
ー

タ
ー
便
の
就
航
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、

今
月
か
ら
、
米
子
市
と
共
同
で
、
香

港
・
台
湾
向
け
の
訪
日
観
光
情
報
サ

イ
ト
へ
の
記
事
の
掲
載
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

よ
る
情
報
発
信
を
開
始
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

海
の
玄
関
口
で
あ
る
境
港
に
お
き

ま
し
て
は
、
本
年
は
、
昨
年
を
上
回

る
43
回
の
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
寄
港
が

見
込
ま
れ
て
お
り
、
昨
年
８
月
に
再

開
し
た
日
韓
定
期
貨
客
船
の
利
用
促

進
も
図
り
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
賑
わ

い
の
創
出
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

港

湾

整

備

　

港
湾
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
神

戸
港
と
の
国
際
フ
ィ
ー
ダ
ー
航
路
が

好
調
な
こ
と
や
、
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料

の
輸
入
増
加
な
ど
に
よ
り
、
外
港
昭

和
南
地
区
の
岸
壁
が
混
み
あ
う
状
況

と
な
っ
て
お
り
、
国
に
対
し
、
新
た

な
コ
ン
テ
ナ
岸
壁
の
整
備
を
要
望
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

農

業

振

興

観

光

振

興

港

湾

整

備
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国
に
お
い
て
は
、
本
年
度
「
事
業

化
推
進
調
査
」
を
行
い
、
事
業
採
択

の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
引
き

続
き
、
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域

の
行
政
、
議
会
、
経
済
界
と
連
携
し
、

早
期
の
事
業
化
を
強
く
求
め
て
ま
い

り
ま
す
。

圏

域

の

連

携

　

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
が
持

つ
特
長
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
圏
域

が
「
あ
た
か
も
一
つ
の
ま
ち
」
と
し

て
一
体
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に

は
、
連
携
強
化
の
基
盤
と
し
て
、
圏

域
内
を
「
８
の
字
」
に
結
ぶ
高
規
格

道
路
網
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。

　

昨
年
の
12
月
23
日
に
国
土
交
通
省

中
国
地
方
整
備
局
で
開
催
さ
れ
た

「
社
会
資
本
整
備
審
議
会

道
路
分
科

会
小
委
員
会
」
に
お
い
て
、
中
海
・

宍
道
湖
圏
域
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
必
要
性
が
議
論
さ
れ
、「
米
子
・

境
港
間
の
高
規
格
道
路
」
に
つ
い
て

は
、「
着
実
に
検
討
を
進
め
る
こ
と

が
必
要
」
と
意
見
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
国
が
概
略
ル
ー
ト

や
構
造
の
検
討
を
行
う
「
計
画
段
階

評
価
」
へ
進
む
期
待
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
圏
域
の
自
治
体

や
議
会
、
経
済
界
等
が
一
丸
と
な
っ

て
、
高
規
格
道
路
網
の
早
期
実
現
を

国
に
強
く
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

台
湾
と
の
交
流
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
11
月
、
台
湾
か
ら
５
社
の
バ
イ

ヤ
ー
を
招
聘へ

い

し
、
地
元
の
水
産
加
工

品
を
、
台
湾
へ
輸
出
す
る
た
め
の
商

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
市
内
の
水

産
加
工
企
業
７
社
を
含
む
、
中
海
・

宍
道
湖
・
大
山
圏
域
の
企
業
13
社
が
、

自
社
商
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

商
談
会
は
大
変
好
評
で
、
現
在
も
、

商
談
成
立
に
向
け
た
話
し
合
い
が
継

続
し
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
、
参
加

企
業
へ
の
聞
き
取
り
を
継
続
し
、
商

談
会
の
成
果
や
課
題
を
検
証
し
な
が

ら
、
市
内
企
業
の
販
路
拡
大
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
は
、
ジ
ェ
ト
ロ
（
日

本
貿
易
振
興
機
構
）
と
も
連
携
し
、

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長
会

に
お
い
て
、
台
湾
企
業
と
の
商
談
会

を
開
催
す
る
ほ
か
、
台
湾
に
お
け
る

圏
域
の
認
知
度
を
上
げ
る
た
め
、
台

湾
の
学
生
向
け
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
、

イ
ベ
ン
ト
で
の
圏
域
Ｐ
Ｒ
を
予
定
し

て
お
り
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
台

湾
と
の
交
流
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。地

域
を
担
う
人
を
育
む

ま
ち
づ
く
り

学

校

教

育

　

「
小
中
学
校
の
再
編
」
に
つ
き
ま

し
て
は
、
令
和
７
年
度
は
、
こ
れ
ま

で
に
話
を
伺
っ
た
自
治
会
や
教
職
員
、

保
護
者
、
児
童
生
徒
か
ら
の
意
見
を

踏
ま
え
、
再
編
計
画
の
素
案
を
取
り

ま
と
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
素
案
を
も
と
に
市
民
の
皆
様
と

議
論
を
交
わ
し
、
令
和
９
年
度
の
再

編
計
画
策
定
に
向
け
、
子
ど
も
た
ち

の
学
び
や
成
長
を
第
一
に
考
え
た
学

校
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
す
。

　

小
中
学
校
の
水
泳
授
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
年
度
、
外
江
小
学
校
と

第
二
中
学
校
に
お
い
て
、
市
民
温
水

プ
ー
ル
を
活
用
し
た
授
業
を
実
施
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
、
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
専
門
コ
ー
チ
に
よ

る
充
実
し
た
指
導
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
た
ほ
か
、
教
職
員
の
指
導
力
向

上
に
繋
が
り
、
ま
た
、
天
候
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
な
く
授
業
が
実
施
で
き

る
な
ど
の
効
果
が
あ
り
、
令
和
７
年

度
は
、
新
た
に
渡
小
学
校
、
境
小
学

校
、
余
子
小
学
校
で
も
行
う
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
導
入
し
た
「
こ
ど
も
カ
ル

テ
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
児
童
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
多
様
な
情
報
を
正
確
に

把
握
し
、
市
内
全
て
の
子
ど
も
た
ち
の

育
ち
の
サ
ポ
ー
ト
に
活
用
す
る
ほ
か
、

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
や
、
問
題

行
動
の
見
ら
れ
る
児
童
生
徒
へ
の
支

援
に
も
活
用
し
て
お
り
ま
す
。

こ
ど
も
カ
ル
テ
の
活
用
に
よ
っ
て
、

教
職
員
等
の
関
係
者
が
緊
密
に
連
携

し
、
長
期
に
渡
っ
て
継
続
的
な
支
援
が

行
え
る
よ
う
、
今
後
も
、
こ
ど
も
カ
ル

テ
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
給
食
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
27
年
に
中
学
校
で
も
学
校
給
食

を
開
始
し
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で
、
一

食
当
た
り
の
単
価
を
据
え
置
い
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の

急
激
な
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
り
食
材

費
等
の
価
格
が
上
昇
し
、
こ
れ
ま
で

も
行
っ
て
き
た
、
食
材
選
定
や
献
立

の
工
夫
だ
け
で
は
、
現
在
の
単
価
を

維
持
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
不
足
分

に
は
一
般
財
源
等
を
充
当
し
対
応
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
学
校

給
食
費
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
昨

年
度
か
ら
、
境
港
市
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
運
営
委
員
会
で
協
議
を
続

け
、
昨
年
10
月
に
は
教
育
委
員
会
か

ら
運
営
委
員
会
へ
「
今
後
の
学
校
給

食
費
に
つ
い
て
」
諮
問
を
行
い
、
先

月
、
運
営
委
員
会
か
ら
、「
学
校
給

食
費
一
食
当
た
り
の
単
価
を
増
額
改

定
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
判
断

す
る
。」
と
の
答
申
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
の
答
申
を
受
け
、
今
月
、
全
て

の
小
中
学
校
を
対
象
に
保
護
者
説
明

会
を
開
催
し
、
学
校
給
食
費
の
値
上

げ
に
つ
い
て
、
一
定
の
理
解
を
得
る

こ
と
が
出
来
た
こ
と
か
ら
、
令
和
７

年
度
か
ら
、
一
食
当
た
り
の
単
価
を

小
学
校
の
児
童
に
つ
い
て
は
34
円
増

額
し
３
０
１
円
に
、
中
学
校
の
生
徒

に
つ
い
て
は
36
円
増
額
し
３
４
６
円

に
、
そ
れ
ぞ
れ
改
定
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。

　

各
ご
家
庭
に
は
ご
負
担
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
奥
日
野
海
藻
米
な
ど
地

元
の
食
材
を
使
用
し
、
境
港
市
な
ら

で
は
の
魚
食
を
中
心
と
す
る
安
全
・

安
心
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
給

食
を
、
変
わ
ら
ず
、
提
供
し
て
ま
い

り
ま
す
。

社

会

教

育

　

文
化
施
設
に
お
き
ま
し
て
は
、
海

と
く
ら
し
の
史
料
館
の
さ
ら
な
る
活

用
を
図
る
た
め
、
令
和
４
年
３
月
に

提
出
さ
れ
た
「
海
と
く
ら
し
の
史
料

館
の
あ
り
方
に
関
す
る
提
言
書
」
を

も
と
に
、
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

向
け
た
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
令
和
７
年
度
は
、
展
示
業

務
を
専
門
に
す
る
事
業
者
か
ら
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

向
け
た
方
向
性
や
事
業
規
模
な
ど
を

定
め
る
基
本
構
想
を
策
定
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。　

　

体
育
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
老

朽
化
対
策
と
し
て
、
市
民
テ
ニ
ス
場

コ
ー
ト
の
張
替
え
や
フ
ェ
ン
ス
の
改

修
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
竜
ケ
山
陸
上

競
技
場
の
管
理
棟
、
器
具
庫
、
観
客

ス
タ
ン
ド
等
の
改
修
な
ど
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
渡
・
外
江
・
余
子
・
中
浜

の
各
公
民
館
の
冷
暖
房
設
備
に
つ
い

て
、
個
別
空
調
に
改
修
す
る
工
事
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

市議会報告

圏

域

の

連

携

学

校

教

育

社

会

教

育

15　令和７年（2025年）4月



　

改
修
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
公
民

館
が
避
難
所
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

空
調
の
一
部
を
停
電
時
に
お
い
て
も

運
転
が
可
能
な
自
立
型
ガ
ス
式
空
調

に
す
る
な
ど
、
避
難
所
機
能
の
強
化

も
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

自
然
と
共
に
安
全
で

住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り

環

境

対

策

　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
つ
き
ま
し

て
は
、
２
０
３
０
年
度
ま
で
の
公
共

施
設
等
の
電
力
消
費
に
伴
う
二
酸
化

炭
素
の
排
出
・
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
し
、

令
和
４
年
度
か
ら
「
脱
炭
素
先
行
地

域
づ
く
り
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
耕
作
放
棄
地
に
太
陽

光
発
電
設
備
を
設
置
し
た
ほ
か
、
下

水
道
セ
ン
タ
ー
へ
設
置
す
る
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
令
和
７
年
度
に

は
、
下
水
道
セ
ン
タ
ー
で
の
太
陽
光

発
電
設
備
の
稼
働
を
予
定
し
て
い
る

ほ
か
、
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
た
太

陽
光
発
電
事
業
を
、
引
き
続
き
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
事
業
に
お
い
て

は
、
中
浜
港
で
新
た
な
藻
場
づ
く
り

の
実
証
実
験
に
取
り
組
む
な
ど
、
国
、

鳥
取
県
、
関
係
機
関
や
民
間
団
体
等

と
連
携
し
て
取
組
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

循
環
型
社
会
の
推
進
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
年
度
実
施
し
た
事
業
系
ご

み
の
組
成
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
事
業
者
へ

の
広
報
、
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
家
庭
に
お
け
る
ご
み
の
減
量
化

に
つ
き
ま
し
て
も
、
家
庭
用
生
ご
み

処
理
容
器
の
購
入
補
助
や
生
ご
み
た

い
肥
化
促
進
事
業
な
ど
を
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
令
和
７
年
度

は
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
工
場
棟
跡
地
に
、

新
た
に
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
整
備
し
、

市
民
や
事
業
者
の
皆
様
が
自
己
搬
入

す
る
可
燃
ご
み
等
の
受
け
入
れ
を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

自
然
環
境
の
保
全
に
つ
き
ま
し
て

は
、
海
や
海
辺
の
環
境
を
守
る
た
め
、

引
き
続
き
、
海
岸
漂
着
ご
み
や
川
ご

み
の
回
収
に
取
り
組
む
ほ
か
、
鳥
取

県
と
連
携
し
、
中
海
に
お
い
て
自
然

環
境
の
保
全
活
動
に
取
り
組
む
民
間

団
体
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
小
学
生
へ
の
環
境
教

育
や
親
子
向
け
の
環
境
学
習
会
の
開

催
な
ど
、
事
業
者
や
中
海
・
宍
道
湖
・

大
山
圏
域
市
長
会
な
ど
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
市
民
の
皆

様
へ
の
啓
発
や
環
境
教
育
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

　

空
家
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
除

却
補
助
金
な
ど
の
補
助
制
度
を
多
く

の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
、

空
家
の
除
却
や
利
活
用
が
進
ん
で
い

ま
す
。

　

ま
た
、
先
月
に
は
、
新
た
に
空
家

勉
強
会
を
余
子
地
区
で
開
催
し
、
住

み
継
ぎ
ノ
ー
ト
を
活
用
し
た
空
家
の

発
生
抑
制
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
他

の
地
区
で
も
開
催
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
は
、
取
組
の
最
終
年

度
と
し
て
い
る
除
却
補
助
金
な
ど
の

補
助
制
度
を
引
き
続
き
周
知
す
る
ほ

か
、「
空
き
家
・
空
き
地
情
報
バ
ン
ク
」

へ
の
登
録
促
進
、
相
談
会
や
勉
強
会

な
ど
の
啓
発
活
動
を
通
し
て
、
空
家

の
解
消
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
の
空
家
対

策
の
点
検
・
評
価
な
ど
を
行
い
、「
境

港
市
空
家
等
対
策
計
画
」
の
改
訂
を

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

住
宅
の
耐
震
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
能
登
半
島
地
震
の
住
宅
倒
壊
に

よ
る
被
害
状
況
を
踏
ま
え
、
本
年
度

は
、
従
来
の
家
屋
全
体
の
改
修
に
加

え
、
居
室
単
位
の
改
修
や
耐
震
シ
ェ

ル
タ
ー
・
耐
震
ベ
ッ
ド
の
設
置
な
ど
、

補
助
制
度
の
充
実
を
図
り
、
多
く
の

方
か
ら
ご
相
談
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

令
和
７
年
度
は
、
住
宅
の
耐
震
改

修
工
事
の
補
助
限
度
額
を
引
き
上
げ

る
ほ
か
、
耐
震
改
修
工
事
と
あ
わ
せ

て
行
う
断
熱
性
能
の
向
上
を
図
る
た

め
の
省
エ
ネ
改
修
工
事
の
補
助
制
度

を
新
た
に
設
け
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

引
き
続
き
、
広
報
や
戸
別
訪
問
な

ど
を
通
じ
て
、
市
民
の
皆
様
に
、
耐

震
化
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
き
、
命
を
守
る
た
め

の
耐
震
対
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

道
路
等
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
、
老
朽
化
対
策
を
始
め
、

自
治
会
要
望
や
通
学
路
点
検
に
基
づ

く
整
備
を
計
画
的
に
行
い
ま
す
。
令

和
７
年
度
は
、
通
学
路
の
安
全
対
策

と
し
て
中
浜
小
学
校
周
辺
の
カ
ラ
ー

舗
装
等
の
整
備
や
、
上
道
町
等
の

舗
装
修
繕
、
渡
町
等
の
橋
梁

り
ょ
う

補
修
、

境
地
区
等
の
側
溝
改
修
の
ほ
か
、
外

江
地
区
の
狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備
を

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、

居
住
区
域
に
お
け
る
汚
水
管
渠き

ょ

の
令

和
８
年
度
概
成
に
向
け
、
工
事
を
着

実
に
進
め
て
お
り
、
令
和
７
年
度
は
、

外
江
地
区
の
整
備
を
行
い
、
年
度
末

の
普
及
率
を
約
91
％
と
見
込
ん
で
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
処
理
場
や
汚
水
管
路

の
地
震
対
策
、
老
朽
化
対
策
に
つ
い

て
も
、
引
き
続
き
、
計
画
的
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
園
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

年
齢
や
性
別
、
障
が
い
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
、
安
心
し
て
快
適
に
利
用
で

き
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
と
し
て

整
備
を
行
っ
て
い
る
境
中
央
公
園
の

改
修
工
事
が
ま
も
な
く
終
わ
り
、
４

月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。
広
大
な
芝
生
広
場
や
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
遊
具
な
ど
を
備
え
、
隣
接

す
る
み
な
と
テ
ラ
ス
と
一
体
感
の
あ

る
公
園
に
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
多

く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
竜
ケ
山
公
園
周
辺
エ
リ
ア

に
お
け
る
屋
根
付
き
広
場
等
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
本
年
度
中
に
、
防
災

備
蓄
倉
庫
、
ト
イ
レ
、
駐
車
場
等
の

整
備
が
完
了
し
、
令
和
７
年
度
は
、

屋
根
付
き
広
場
等
を
整
備
す
る
予
定

と
し
て
お
り
ま
す
。

防

災

対

策

全
国
各
地
で
大
規
模
な
自
然
災
害

が
頻
発
す
る
中
、
市
民
の
皆
様
が
安

全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
防
災
訓
練
や
出
前

講
座
等
に
よ
る
継
続
的
な
啓
発
活
動

を
通
じ
て
、市
民
一
人
ひ
と
り
が「
防

災
を
自
分
ご
と
」
と
し
て
捉
え
、
日

頃
か
ら
災
害
に
備
え
て
い
た
だ
く

よ
う
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

自
主
防
災
組
織
の
資
機
材
の
整
備
や

地
域
の
防
災
を
担
う
防
災
士
の
資
格

取
得
支
援
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と

と
も
に
、
消
防
団
員
や
自
主
防
災
組

織
、
防
災
士
と
の
連
携
を
深
め
、
地

域
防
災
力
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

環

境

対

策

防

災

対

策
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令
和
３
年
７
月
豪
雨
等
を
踏
ま
え

た
浸
水
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現

在
進
め
て
い
る
外
江
中
央
雨
水
幹
線

と
市
道
外
江
14
号
線
周
辺
の
側
溝
改

修
工
事
の
令
和
７
年
度
中
完
成
を
見

込
ん
で
お
り
ま
す
。
矢
尻
川
雨
水
幹

線
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
令
和
10
年

度
の
完
成
に
向
け
、
工
事
着
手
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
策
定
す
る
「
雨
水

管
理
総
合
計
画
」
を
も
と
に
、
公
共

下
水
道
事
業
計
画
の
見
直
し
を
行
う

と
と
も
に
、
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
製
し
、
市
民
の
皆
様
へ
周
知
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
製

に
あ
た
っ
て
は
、
既
存
の
津
波
・
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
内
容
も
掲
載

し
１
枚
に
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
分

か
り
や
す
い
表
現
で
、
小
学
生
や
外

国
人
な
ど
に
も
伝
わ
る
も
の
に
し
て

ま
い
り
ま
す
。

原

子

力

防

災

　

島
根
原
子
力
発
電
所
に
つ
き
ま
し

て
は
、
新
規
制
基
準
に
よ
る
国
の
審

査
に
合
格
し
、
安
全
対
策
工
事
が
完

了
し
た
２
号
機
が
、
昨
年
12
月
に
再

稼
働
し
、
先
月
か
ら
営
業
運
転
を
再

開
し
ま
し
た
。

　

中
国
電
力
に
対
し
ま
し
て
は
、
安

全
を
第
一
義
に
、
引
き
続
き
、
厳
し

く
監
視
・
確
認
を
行
い
、
安
全
に
関

し
て
疑
義
が
生
じ
れ
ば
、
鳥
取
県
、

米
子
市
と
連
携
し
、
立
入
調
査
を
行

う
な
ど
、
市
民
の
皆
様
の
安
全
・
安

心
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

原
子
力
防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
山
陰
両
県
や
６
市
、
関
係
機
関

と
連
携
し
た
原
子
力
防
災
訓
練
を
引

き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、「
鳥

取
県
原
子
力
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

や
「
原
子
力
災
害
発
生
時
の
避
難
行

動
計
画
地
区
別
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を

活
用
し
た
住
民
説
明
会
を
は
じ
め
、

出
前
講
座
や
市
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
広
報
な
ど
、
様
々
な
機
会
を
通

じ
て
周
知
・
啓
発
を
重
ね
る
こ
と
で
、

広
域
住
民
避
難
計
画
の
実
効
性
を
高

め
て
ま
い
り
ま
す
。

地

域

公

共

交

通

　

地
域
公
共
交
通
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
は
ま
る
ー
ぷ
バ
ス
」
を
来
月
末
で

廃
止
し
、
４
月
か
ら
は
、
現
在
、
実

証
運
行
中
の
予
約
型
乗
合
バ
ス
「
み

な
と
ー
る
」
を
本
格
運
行
し
ま
す
。

　

路
線
や
時
刻
表
に
縛
ら
れ
な
い

「
み
な
と
ー
る
」
の
導
入
に
よ
り
、

バ
ス
停
が
増
え
、
概
ね
希
望
の
時
間

に
目
的
地
へ
到
着
で
き
る
よ
う
に
な

る
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
境
線
や
路
線
バ
ス
な

ど
他
の
公
共
交
通
機
関
と
の
接
続
も

円
滑
に
な
る
な
ど
、
公
共
交
通
全
体

で
の
利
便
性
が
向
上
し
ま
す
。

　

ま
た
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
や
水

産
物
直
売
施
設
な
ど
観
光
施
設
間
の

周
遊
も
し
や
す
く
な
る
こ
と
か
ら
、

観
光
客
の
利
用
促
進
に
も
繋
げ
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
、

乗
り
方
教
室
等
を
開
催
し
、
会
員
登

録
や
予
約
・
利
用
方
法
を
繰
り
返
し

丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
で
、
不
安
を

解
消
し
、
安
心
し
て
新
し
い
バ
ス
に

移
行
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

な
お
、
実
証
運
行
で
出
た
「
土
曜

日
・
日
曜
日
・
祝
日
に
電
話
予
約
が

で
き
な
い
こ
と
が
不
便
」「
予
約
の

電
話
が
つ
な
が
り
に
く
い
」
な
ど
の

声
を
受
け
、
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝

日
も
受
付
を
行
う
た
め
の
人
員
を
増

員
し
、
電
話
回
線
を
増
設
す
る
な
ど
、

受
付
体
制
を
強
化
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

未
来
に
つ
け
を
回
さ
な
い

ま
ち
づ
く
り

Ｄ

Ｘ

の

推

進

　

「
書
か
な
い
、
迷
わ
な
い
、
行
か

な
い
窓
口
」
の
実
現
を
目
指
す
「
窓

口
改
革
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
行

か
な
い
窓
口
」
の
取
組
と
し
て
、
戸

籍
や
住
民
票
な
ど
の
証
明
書
の
交
付

申
請
と
手
数
料
の
決
済
を
自
宅
等
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
、
郵
送
で
証

明
書
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
６
月
か
ら
新
た
に
開
始

し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
が
推
進
す
る
自
治
体
情

報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
向
け
た
新

シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
や
、
統
合
型
の

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
進
め

る
な
ど
、
引
き
続
き
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
を
図
り
な
が
ら
、
市
民
の

皆
様
の
利
便
性
の
向
上
や
業
務
の
効

率
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

行

財

政

運

営

　

こ
れ
ま
で
の
徹
底
し
た
行
財
政
改

革
と
規
律
あ
る
財
政
運
営
に
よ
り
、

本
市
の
財
政
状
況
は
、
市
債
残
高
の

大
幅
な
縮
減
や
財
政
調
整
基
金
を
は

じ
め
と
す
る
基
金
残
高
の
増
加
な
ど
、

目
に
見
え
る
形
で
大
き
く
改
善
し
、

未
来
に
つ
け
を
回
さ
な
い
行
財
政
運

営
の
基
盤
を
構
築
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
の
予
算
に
つ
き
ま
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

「
公
立
保
育
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
」

や
「
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
整
備
事
業
」

を
始
め
、
複
数
の
大
型
投
資
事
業
が

本
格
化
す
る
こ
と
や
、
社
会
保
障
関

連
経
費
な
ど
避
け
る
こ
と
の
で
き
な

い
財
政
需
要
の
増
加
、
物
価
高
騰
や

賃
金
上
昇
に
伴
う
行
政
コ
ス
ト
の
増

大
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
過
去
最
大
の
予
算
規
模
と

な
り
ま
し
た
が
、
規
律
あ
る
財
政
運

営
に
よ
り
積
み
増
し
て
き
た
基
金
の

有
効
活
用
な
ど
に
よ
り
、
財
源
は
確

保
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
計
画
期
間
の
後
半
と
な
る

「
境
港
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
プ
ラ
ン
」

に
掲
げ
る
「
環
日
本
海
オ
ア
シ
ス
都

市
〜
笑
顔
あ
ふ
れ
る
日
本
一
住
み
た

い
ま
ち
境
港
〜
」
の
実
現
に
向
け
た

諸
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
関
連
す

る
事
業
に
は
最
大
限
配
慮
し
て
編
成

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
、
本
市
を
取
り
巻
く
状
況
並

び
に
令
和
７
年
度
に
臨
む
市
政
運
営

の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
、
そ

の
概
要
を
申
し
述
べ
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

予
算
案
、
そ
の
他
の
議
案
の
提
案
理

由
で
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
の

で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市議会報告

地

域

公

共

交

通

Ｄ

Ｘ

の

推

進

行

財

政

運

営

原

子

力

防

災

運行開始記念式典の様子
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可決された主な議案

区分 事業名 補正額
（千円） 補正内容

総務費ほか 人件費 168,737 早期退職等による給料、職員手当、共済費の増額及び減額

総務費 【新規】夕日ヶ丘分譲地住宅地貸付制度用地取得事業 13,870 住宅地貸付契約の締結により、土地開発公社から土地を購入するための費用

総務費 ふるさと納税ＰＲ事業 16,275
ふるさと納税による寄附金の伸びにより不足が見込ま
れる寄附者への返礼品購入費及び受付業務委託料の増
額

総務費 ＡＩ活用型オンデマンドバス実証
運行事業【財源振替含む】 1,609 利用者の利便性向上のため、みなとーるの電話予約の受付日を拡充するなどの経費

民生費 障がい者自立支援給付費（介護給
付・訓練等給付） 92,376 報酬単価の改定等により不足が見込まれる扶助費の増額

民生費 私立保育所等運営費 96,293 公定価格の上昇等に伴い不足が見込まれる私立保育園等運営費委託料の増額

衛生費 【新規】高齢者の帯状疱疹予防接種事業 1,175 令和７年４月１日から定期接種を開始する、帯状疱疹予防接種を実施するための準備費用

衛生費 【新規】一般廃棄物処理施設整備費積立基金積立金 50,000 鳥取県西部広域行政管理組合が将来実施する可燃ごみ処理施設等の整備に備えた基金への積立金

商工費 水木しげるロード維持管理事業 600
鳥取県が県営Wi-Fi を水木しげるロード等に設置する
のにあわせ、不要となる既設の公衆無線 LAN機器を撤
去するための費用

土木費 中海護岸整備関連事業 5,655 地盤変動影響事後調査業務において、調査結果の詳細な説明を所有者に行うための図面作成費の増額

土木費 公共下水道事業会計繰出金 ▲ 870 公共下水道事業会計の人件費の補正に伴う繰出金の減額

教育費 小学校施設整備事業 1,061 令和７年４月から特別支援学級を増設する余子小学校の教室等改修工事費及び備品購入費

教育費 公民館空調改修事業 203,069 渡・外江・余子・中浜公民館の冷暖房設備を全館空調から個別空調に改修するための費用
その他29事業 260,935

計 910,785
（この補正予算に係る歳入の主な内容などは次頁をご参照ください）

■一般会計補正予算（第12号）
歳入歳出それぞれ９億1078万5千円を増額し、予算総額を223億3830万9千円としました。

《歳出の主な内容》

予算総額は、一般会計が過去最大となる214億7千万円で、前年度に比べ13.3％の増となっています。
　また、一般会計と特別会計の合計は、295億1746万4千円で、前年度に比べ9.0％の増となっています。
　なお、公営企業会計である公共下水道事業会計の予算総額は、49億8074万2千円となっており、一般会計、特別会計、
公営企業会計を合わせた全会計では、344億9820万6千円で、前年度に比べ11.0％の増となっています。
※概要については、別冊「境港市の予算」をご覧ください。

令 和 ７ 年 度 予 算令 和 ７ 年 度 予 算令 和 ７ 年 度 予 算

令 和 ６ 年 度 予 算令 和 ６ 年 度 予 算

■一般会計補正予算（第1号）
　歳入の調整に伴う財源振替を行いました。
《歳出の内容》

区分 事業名 補正額
（千円） 補正内容

教育費 学校給食事業（学校給食センター）
【財源振替】 0

物価高騰に対応するための学校給食費値上げに際し、
値上げ幅を令和７年度当初予算計上額の半分まで抑制
することに伴う財源振替

計 0
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■駐車場費特別会計補正予算（第1号）
　歳入歳出それぞれ2758万3千円を増額し、予算総額を4121万7千円としました。
《歳出の内容》

事業名 補正額
（千円） 補正内容

【新規】一般会計繰出金 27,583 令和６年度決算で見込まれる剰余金の一般会計への繰出金
計 27,583

■介護保険費特別会計補正予算（第3号）
　歳入歳出それぞれ524万1千円を増額し、予算総額を43億74万円としました。
《歳出の内容》

事業名 補正額
（千円） 補正内容

境港水産加工汚水処理場整備基金積立金 61 預金金利の上昇に伴う運用収入の増加により不足する基金積立金の増額
計 61

事業名 補正額
（千円） 補正内容

介護予防・生活支援サービス事業 4,952 １人あたりの通所型介護予防サービスの利用増加等により不足が見込まれる介護予防サービス費の増額
その他4事業 289

計 5,241

■市場事業費特別会計補正予算（第2号）
　歳入歳出それぞれ6万1千円を増額し、予算総額を9584万7千円としました。
《歳出の内容》

■国民健康保険費特別会計補正予算（第1号）
　歳入歳出それぞれ1億4609万4千円を増額し、予算総額を33億1280万円としました。
《歳出の内容》

事業名 補正額
（千円） 補正内容

一般被保険者療養給付費 97,219 インフルエンザ等感染症の受診者数増加等により不足が見込まれる療養給付費等の増額
その他４事業 48,875

計 146,094

市議会報告

《歳入の主な内容》
　歳出に伴う国・県支出金などを計上するほか、財源として、地方交付税、基金繰入金、市債などを増額しました。
《繰越明許費》
　納期や工期の関係などにより、年度内に事業の完了が困難である「公立保育園リニューアル事業」など８事業を新たに設
定しました。
《債務負担行為》
　「オンライン決済代行手数料」、「戸籍振り仮名通知書作成業務委託料」、「わたり保育園新築工事費及び監理業務委託料」、
「ＡＩ活用型オンデマンドバス運行に係る電話受付業務委託料」について、それぞれ追加しました。

■一般会計補正予算（第13号）
　歳入歳出それぞれ1944万1千円を増額し、予算総額を223億5775万円としました。
《歳出の内容》

《歳入の内容》
　財源として基金繰入金を増額しました。

区分 事業名 補正額
（千円） 補正内容

総務費 総務人件費 16,401 副市長の辞任に伴う退職手当

総務費 国県負担金補助金返還金 3,040 過年度に交付を受けた国・県負担金補助金の精算等に伴う返還金
計 19,441
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条例 制定・改正理由
境港市職員の勤務時間、休憩時間、休日
及び休暇に関する条例（一部改正）

育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法
律等の改正に伴い、超過勤務の免除の対象となる子の範囲を拡大等

境港市一般職の職員の給与に関する条
例等（一部改正）

職員の給料月額、扶養手当及び通勤手当等について、人事院勧告に準じ
た改正

境港市職員等の旅費に関する条例（一
部改正）

国家公務員等の旅費に関する法律の改正に伴い、旅費の種目及び支給対
象の見直し等

境港市職員の特殊勤務手当に関する条
例（一部改正） 特殊勤務手当の種類に災害応急作業等手当を追加

刑法等の一部を改正する法律の施行に
伴う関係条例の整理に関する条例（制
定）

刑法等の一部を改正する法律の施行により、懲役及び禁錮刑が廃止され、
拘禁刑が創設されたことに伴い、関係する条例について所要の整理

境港市水木しげる基金条例（一部改正）基金積立金の財源に水木しげる記念館再整備事業基本協定書に基づく納付金を追加

境港市太陽光発電設備管理基金条例（制
定）

境港市再生可能エネルギー導入活用事業により設置した太陽光発電設備
について、修繕・撤去等に要する費用を確保するため、売電収入を積み
立てる境港市太陽光発電設備管理基金を設置

境港市消防賞じゅつ金及び殉職者特別
賞じゅつ金条例（一部改正）

非常勤消防団員等に係る損害賠償の基準を定める政令の一部改正に伴
い、条例中で引用している条項を改正

境港市学校給食費徴収条例（一部改正）学校給食費の単価改定に伴い、一年間の徴収限度額を引き上げる

境港市国民健康保険税条例（一部改正）国民健康保険税額を構成する医療分について、所得割の税率及び均等割と平等割の額を引き下げる等の改定

境港市心身障害者ふれあいセンター設
置条例（一部改正）

指定障害福祉サービス事業者等が、心身障害者に対し、就労継続支援Ｂ型
以外の障害福祉サービスの提供や相談支援などを行うことができるよう、
所要の改正

境港市介護予防筋力向上トレーニング
事業手数料の徴収に関する条例（一部
改正）

送迎手数料を廃止し、機能訓練手数料を改正

境港市民バスの運行に関する条例（廃
止） はまるーぷバスの運行を終了することから、条例を廃止

境港市手数料条例（一部改正）
建築基準法及び建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律の改
正に伴い、エネルギー消費性能向上計画認定手数料及び適合性判定手数
料について、評価方法の新設に伴い手数料の区分を新たに設定する等の
改正

境港市営住宅条例（一部改正） 建設工事の完了に伴い、誠道団地を追加
境港市議会議員の議員報酬及び費用弁
償等に関する条例（一部改正） 境港市特別職報酬等審議会の答申に基づき、議員報酬の額を改定

■条例関係議案

■公共下水道事業会計補正予算（第5号）
　収益的支出及び資本的支出を合わせて2401万8千円を減額し、予算総額を40億1592万9千円としました。
《支出の内容》

《債務負担行為》
　管路施設ストックマネジメント点検・調査業務について、債務負担行為を追加しました。

項目 補正額
（千円） 補正内容

収益 人件費 ▲ 870 人事異動などによる給料、手当、法定福利費の減額等
収益 減価償却費 ▲ 2,632 減価償却対象資産額の確定による減価償却費の減額
資本 管渠建設改良費（人件費） ▲ 312 人事異動などによる給料、手当、法定福利費の減額等

資本 管渠建設改良費（外江西マンホールポンプ） ▲ 20,000
外江西マンホールポンプ築造工事の発注を令和７年度に
延期したことによる関連予算の減額

資本 有形固定資産購入費（外江西マンホールポンプ） ▲ 204

計 ▲ 24,018
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1月臨時議会で可決された議案1月臨時議会で可決された議案
■一般会計補正予算（第11号）
　歳入歳出それぞれ9304万1千円を増額し、予算総額を214億2752万4千円としました。
《歳出の内容》

《歳入の内容》
　歳出に伴う財源として、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金などを増額しました。

《繰越明許費》
　事業期間の関係により、翌年度への繰越しが必要となるため、「第４弾　地元で買おう！食べよう！さかいみなと応
援券事業」について、新たに繰越明許費を設定しました。

区分 事業名 補正額
（千円） 補正内容

商工費 【新規】第４弾　地元で買おう！食べよう！さかいみなと応援券事業 93,041
長引く物価高騰への対策として、家計を支援し、市内
の消費の活性化を図るため、全市民に、買い物や食事
の際に使用できる応援券を１人につき2,500円分配布
するための経費

その他1事業【財源振替】 0
計 93,041

陳情内容 審議結果

「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求める意見書」の
採択を求める陳情 採択

市内小中学校の給食費値上げをしないことを求める（陳情） 不採択
国に対し「原発依存度の低減」を求める意見書を提出するこ
とを求める陳情 不採択

旧姓の通称使用の法制化を求める陳情 不採択

陳情の審議結果

■その他の主な議案
◇人権擁護委員に足立光枝さんを推薦しました。

市議会報告

副 市 長 に
木 村 晋 一 さ ん

　市議会最終日の３月21日に
副市長を選任する議案が提出され、
前総務部長の木村晋一さんが、
４月からの新しい副市長として
着任しました。

■境港市議会基本条例の一部を改正する条例制定について
■境港市議会政治倫理条例の一部を改正する条例制定について
■境港市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例制定について

委員会提出議案
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　境港日曜休日応急診療所は、日曜日や祝日の日中に、発熱や腹痛
など症状の軽い人の応急診療を行っています。本診療所は境港医師
協会の医師が順番に診療を行うことから、内科以外の医師が診察す
る日があります。特に小児の場合は、米子市の小児休日・夜間救急
をご紹介させていただく場合がありますので、受診の前に必ず電話
でご相談ください。
なお、人の動きが活発となる大型連休中や感染症の流行期などは受
診者が多くなるため、電話がつながりにくくなることがありますが、
安全かつスムーズな診療のためにご協力をお願いします。

情報あらかると情報あらかると情報あらかると

保健師の
  ちょっと一言

【事例】
　ネットで時計を購入し、前払いで個人名義の口座に約２万円振り
込んだ。その後「商品が欠品になった。返金するので担当者と無料
通話アプリでやり取りするように」とメールが来た。無料通話アプ
リで連絡するとすぐに「○○ペイで返金する」と言われ、指示され
た通りに数字などの入力を繰り返した。気づいた時には、約10万
円送金させられていた。販売事業者にメールをするが連絡もなく、
無料通話アプリもすでにブロックされていた。
【アドバイス】
「○○ペイで返金します」と連絡が来た場合は、相手の指示に従わ
ず、消費生活相談室や警察に相談しましょう。
【インターネット通販で注文する前に確認しましょう】
□支払方法が銀行振込みや電子マネーに限定されている。
□振込先の銀行口座の名義が個人名である。
□市場では希少なものがこのサイトでは入手可能となっている。
□ブランド、メーカー品で価格が通常より安い。
□キャンセル、返品、返金のルールがどこにも記載されていない。
□サイト上に事業者の名称、住所、電話番号が明確に表記されていない。
▶相談先・受付時間
　消費生活相談室　☎47－1106　　44－7957
　月～金曜日　午前９時～正午、午後１時～４時

消 費 生 活 相 談 室 で す消 費 生 活 相 談 室 で す 269

FAX

「○○ペイで返金します」に注意！

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ
境港警察署　☎44－0110

春山も天候の急変に要注意
　近年のアウトドアブームで、登山を始めた人や機会が増えた人もおられると思います。一方で、令和６年中の鳥取県での山岳遭難
発生件数は３８件４０人と令和５年に引き続き高い水準で推移しています。
　気候が温暖な春でも、毎年、山岳遭難が絶えず、特に多いのは道迷いや滑落、転倒です。
　春山の山頂はまだ寒く、天候も急変しやすいため、登山計画や装備品が不十分だと命にかかわる場合もあります。
【安全に登山を楽しむためのポイント】
◇道に迷わないように登山地図アプリを活用しましょう
スマートフォン用の登山地図アプリを活用するとともに、広い範囲を全体的に見ることができる紙の登山地図との併用をお勧めします。
◇入念な登山計画を立てましょう
　入山時に考えられるリスクの回避の対策を立てましょう。
◇水分をたくさんとりましょう
　荷物を軽くするために飲み物を減らすことは絶対にやめてください。
　水分補給の目安は「必要な水分量（㎖）＝体重（㎏）×行動時間（時間）×５」です。
◇登山届を提出しましょう
　従来からの紙による提出のほか、電子申請サービス、登山地図アプリからの提出が便利です。
　大山の登山届は県警ホームページからも提出できます。 電子申請サービス

受診の際はまず電話！！
　　　　　～境港日曜休日応急診療所～

境港日曜休日応急診療所　　☎44－4173
▶ところ
　境港市上道町3000番地　（保健相談センター東側）
▶診療日
　日曜、祝日、年末年始（12/31、１/２、１/３）
▶診療時間
　午前10時～正午（受付は11時45分まで）
　午後１時30分～５時（受付は４時45分まで）
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『浜の話と港の歴史⑧』『浜の話と港の歴史⑧』

　昭和５５年5月２４日、境港市民会館において「境港市史編さん審議会」の第１回会議が開かれました。この審議会は同年の３月議会で
条例制定の議決を経て設立されたもので、審議会委員として委嘱された１２人の学識経験者で構成されていました。
　会議では根平武雄さんを会長に選出し、今後のスケジュールを設定。資料収集、資料整理、執筆とそれぞれ期間を定め、境港市政施行
３０周年事業の一環として、昭和６０年度に市史を発刊することを決めました。市史編さん事業は、昭和５３年度から取り組まれており、
審議会設置の翌昭和５６年４月には「境港市史編さん室」を設置。審議会とともに事業を推し進めました。
　「境港市史」は昭和６１年３月３１日に完成。Ａ５版、上下2巻、合計１，６００ページで、体裁は織布貼りの上製本でした。内容は自然環境、
原始古代の状況、中世、近世そして現代の地域と社会状況などが記されています。質、量ともに全国に誇れるものです。これを皮切りに「境
港市三十五周年史」「新修境港市史」「境港市四十五周年史」「境港市制五十周年記念写真集」「境港市五十五周年史」などを刊行してきました。
当市が郷土の歴史と資料に高い関心を持っていることを示しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜参考＞「境港市史」「境港　昔と今」「市報さかいみなと」ほか

【市史編さん室】

第１回「境港市史編さん審議会」の様子 ①第１回「境港市史編さん審議会」の様子 ①

情報あらかると情報あらかると情報あらかると

第１回「境港市史編さん審議会」の様子 ②第１回「境港市史編さん審議会」の様子 ②

水木しげる記念館

今年は戦後80年の節目の年です。苛酷な戦場を体験した水木しげるに
とって、戦争の記憶は生涯忘れえぬものであり、作品にも大きな影響を与
えました。自身の体験だけにとどまらず、実在の人物や出来事をベースに
創作を加え、戦争とそこで翻弄される人間の生き様を描きました。そんな
水木の思いに反し、当時の読者は華々しく敵を撃退するストーリーを好ん
だとも言われています。
　本展では、「戦いの華々しさと悲惨さ」という相反するテーマを描いた水
木しげるの戦記漫画について、貴重な原画とともにその魅力に迫ります。
◇企画展は、入館チケットで常設展示とともにご覧いただけます。
◇４月７日（月）～11日（金）の期間、展示替えのため企画展示室を閉室
　します。なお、常設展示室やショップなどへは通常どおりご入場いただけます。

←チケット情報など詳細は、
　こちらの公式サイトをご確認ください。

期間：４月１２日（土）～１０月５日（日）

▼問い合わせ先　
　水木しげる記念館　☎４２－２１７１

ⓒⓒ水木プロ水木プロ

企画展　「水木しげるの戦記漫画」

23　令和７年（2025年）4月



マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

【
日
曜
交
付
窓
口
】
※
予
約
不
要

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
・

申
請
補
助
（
顔
写
真
撮
影
無
料
）、

電
子
証
明
書
の
更
新
、
暗
証
番
号
の

再
設
定
、
保
険
証
利
用
・
公
金
受
取

口
座
の
登
録

▼
と　

き　

４
月
13
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

※
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
余
裕

　

を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
平
日
時
間
外
窓
口
】
※
要
予
約

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
、

電
子
証
明
書
の
更
新
、
暗
証
番
号
の

再
設
定

▼
と　

き　

水
曜
日
を
除
く
平
日

　

午
後
５
時
15
分
〜
７
時

▼
と
こ
ろ　

市
民
課
窓
口

▼
必
要
書
類

◇
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
・
電
子
証

　

明
書
発
行
通
知
書
兼
照
会
書

◇
通
知
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
人
）

◇
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課　

市
民
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
３

は
ま
る
ー
ぷ
バ
ス
の

定
期
券
・
回
数
券
の
払
い
戻
し

　

３
月
31
日
で
は
ま
る
ー
ぷ
バ
ス
の

運
行
が
終
了
し
ま
し
た
が
、
定
期
券
、

回
数
券
は
、
み
な
と
ー
る
（
予
約
型

乗
合
バ
ス
）
で
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

な
お
、
払
い
戻
し
を
ご
希
望
の
場

合
は
、
定
期
券
・
回
数
券
の
残
り
の

期
間
・
枚
数
に
応
じ
て
返
金
し
ま
す
。

詳
細
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
払
い
戻
し
期
限

◇
定
期
券　

有
効
期
限
の
前
日
ま
で

（
払
い
戻
し
手
続
き
を
し
た
時
点
で
の

残
日
数
で
計
算
）

◇
回
数
券　

令
和
８
年
３
月
31
日

※
払
い
戻
し
の
対
象
は
、
ご
自
分
で
購

入
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。
運
転
免

許
証
の
自
主
返
納
時
に
交
付
さ
れ
た

回
数
券
は
払
い
戻
し
の
対
象
外
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

観
光
振
興
課　

交
通
政
策
係

☎
47
‐
１
０
２
８

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格

高
騰
支
援
給
付
金
（
３
万
円
）

　

対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
確
認
書

ま
た
は
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

内
容
を
確
認
の
上
、
必
要
事
項
を
記

入
し
、
添
付
資
料
を
同
封
し
て
申
請

期
限
ま
で
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
世
帯

　

令
和
６
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

▼
給
付
額　

１
世
帯
に
つ
き
３
万
円

※
対
象
世
帯
の
18
歳
以
下
の
世
帯
員

　

１
人
に
つ
き
２
万
円
を
加
算
し
て

給
付
し
ま
す
。（
令
和
６
年
12
月

14
日
か
ら
令
和
７
年
４
月
１
日
ま

　

で
に
生
ま
れ
た
新
生
児
も
対
象
）

▼
申
請
期
限

　

４
月
30
日
（
水
）
※
消
印
有
効

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
価
格
高
騰
給
付
金
窓
口

　
（
第
２
庁
舎
１
階
福
祉
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
46
‐
０
２
５
１

中
海
干
拓
地
で
の
猟
銃
を

使
用
し
た
カ
ラ
ス
駆
除

　

中
海
干
拓
地
内
で
猟
銃
を
使
用
し

た
カ
ラ
ス
の
駆
除
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

駆
除
実
施
時
間
の
立
ち
入
り
は
可

能
な
限
り
控
え
て
く
だ
さ
い
。

※
実
施
の
際
に
は
、
中
海
干
拓
地
入

　

り
口
の
看
板
に
警
告
文
を
掲
示
し

　

ま
す
。
ま
た
、
渡
地
区
・
夕
日
ヶ

　

丘
地
区
に
は
、
実
施
日
前
日
の
午

　

後
７
時
に
防
災
行
政
無
線
で
お
知

　

ら
せ
し
ま
す
。

▼
と　

き　

　

令
和
８
年
３
月
末
ま
で
の
日
曜
日

　

午
前
６
時
〜
９
時
50
分

　
（
月
２
回
程
度
実
施
）

※
12
月
と
１
月
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

▼
と
こ
ろ　

中
海
干
拓
地
全
域

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課　

農
業
振
興
係

☎
47
‐
１
０
４
９

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

　

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
、

申
請
が
認
め
ら
れ
る
と
、
納
付
が
免

除
・
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

免
除
・
猶
予
の
期
間
は
、
年
金
の

受
給
資
格
期
間
に
含
ま
れ
、「
免
除
」

の
場
合
は
、
一
定
の
割
合
で
将
来
の

年
金
額
の
計
算
に
も
反
映
さ
れ
ま

す
。（
一
部
免
除
の
場
合
、
免
除
後

の
保
険
料
の
納
付
が
必
要
で
す
）

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

年
金
手
帳
、
基
礎
年
金
番
号
通
知
書

ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど

（
失
業
中
の
人
は
、
雇
用
保
険
被
保

険
者
離
職
票
な
ど
）

※
申
請
時
点
か
ら
２
年
１
カ
月
前
ま

　

で
の
期
間
が
申
請
で
き
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
使
っ
た
電
子

　

申
請
で
あ
れ
ば
、
時
間
帯
を
問
わ

　

ず
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
そ
の
他

　

申
請
に
よ
り
免
除
・
猶
予
さ
れ
た

保
険
料
の
納
付
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

（
申
請
が
承
認
さ
れ
た
月
の
前
10
年

以
内
の
保
険
料
に
限
り
ま
す
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
日
本
年
金
機
構
米
子
年
金
事
務
所

☎
34
‐
６
１
１
１（
自
動
音
声
②
↓
②
）

◇
市
民
課　

保
険
年
金
係

☎
47
‐
１
０
３
６

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

自
身
の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
が

適
正
か
ど
う
か
を
確
認
で
き
る
よ
う

に
固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
７
年
度
固
定
資
産
税

納
税
通
知
書
お
よ
び
課
税
明
細
書
は

５
月
上
旬
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

▼
縦
覧
期
間

４
月
１
日（
火
）〜
６
月
２
日（
月
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

▼
縦
覧
場
所　

税
務
課
窓
口

▼
縦
覧
で
き
る
人

　

市
内
に
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
）

を
所
有
し
て
い
る
納
税
義
務
者

▼
持
参
す
る
も
の　

顔
写
真
の
あ
る

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
・
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

☎
47
‐
１
０
１
８

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ 

informationinformation

種類
免除される保険料
（令和7年4月～）

納付する
保険料

将来受給する
年金額への反映率

全額免除 17,510円 0円 全額納付の２分の１

4分の 3免除 13,130円 4,380円 全額納付の８分の５

半額免除 8,750円 8,760円 全額納付の８分の６

4分の 1免除 4,380円 13,130円 全額納付の８分の７
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有　

料　

広　

告

informationinformation

玉
栄
丸
慰
霊
碑
献
花
式

　

昭
和
20
年
４
月
23
日
に
起
こ
っ
た

旧
日
本
陸
軍
徴
用
船
「
玉
栄
丸
」
の

爆
発
事
故
か
ら
今
年
で
80
年
に
な
り

ま
す
。
こ
の
悲
惨
な
事
故
の
記
憶
を

風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
犠
牲
者

の
霊
を
慰
め
る
献
花
式
を
行
い
ま
す
。

▼
と　

き　

４
月
23
日
（
水
）

　

午
前
７
時
40
分

（
式
典
時
間　

約
15
分
）

▼
と
こ
ろ　

大
正
町
・
慰
霊
碑
前

（
慰
霊
碑
は
市
営
境
港
駅
前
駐
車
場

の
東
側
で
す
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

生
活
支
援
係

☎
47
‐
１
０
４
７

境
線
工
事
に
伴
う
列
車
の
運
休

　

効
率
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
進
め

る
た
め
、
一
部
の
列
車
を
運
休
し
、

集
中
的
に
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

▼
主
な
工
事

　

枕
木
交
換
、
信
号
・
電
力
設
備
検

査
、
重
機
に
よ
る
伐
採
作
業
な
ど

▼
実
施
日
（
い
ず
れ
も
月
曜
日
）

　

４
月
21
日
、５
月
19
日
、６
月
16
日
、

　

８
月
18
日
、10
月
20
日
、11
月
17
日
、

12
月
15
日
、
令
和
８
年
１
月
19
日
、

　

２
月
16
日

▼
運
休
列
車

【
境
港
行
】

米
子
22
時
40
分
発　

境
港
23
時
29
分
着

【
米
子
行
】

境
港
22
時
36
分
発　

米
子
23
時
22
分
着

※
運
休
区
間
の
バ
ス
お
よ
び
タ
ク
シ
ー

　

に
よ
る
代
行
輸
送
は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

☎
０
５
７
０
‐
00
‐
２
４
８
６

高
齢
者
実
態
調
査
・
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
登
録
調
査

　

民
生
委
員
が
、
対
象
と
思
わ
れ
る

ご
家
庭
を
訪
問
し
、
緊
急
連
絡
先
や

健
康
状
態
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
す
。

▼
対　

象

◇
65
歳
以
上
の
1
人
世
帯

◇
80
歳
以
上
の
人
の
み
の
世
帯

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課　

高
齢
者
福
祉
係

☎
47
‐
１
０
３
９

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業

　

持
病
な
ど
で
ひ
と
り
暮
ら
し
に
不

安
の
あ
る
高
齢
者
に
、
緊
急
通
報
装

置
を
貸
し
出
し
ま
す
。

▼
内　

容

◇
通
報
を
受
け
た
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
、

　

関
係
者
や
消
防
署
な
ど
へ
連
絡

◇
１
カ
月
に
１
回
、
利
用
者
宅
へ
電

　

話
を
か
け
て
健
康
状
態
を
確
認

◇
必
要
に
応
じ
て
利
用
者
宅
へ
の
駆

　

け
付
け
業
務
を
手
配　

な
ど

※
機
器
の
使
用
範
囲
は
自
宅
敷
地
内

　

に
限
り
ま
す
。

▼
対　

象

◇
市
内
在
住
で
、
65
歳
以
上
の
ひ
と

　

り
暮
ら
し
の
人

◇
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
そ
の
他
突

　

発
的
に
生
命
に
危
険
が
及
ぶ
持
病

　

を
有
す
る
な
ど
、
日
常
生
活
で
見

　

守
り
が
必
要
な
人

◇
市
税
お
よ
び
介
護
保
険
料
に
滞
納

　

が
な
い
人

▼
費
用
負
担

◇
生
活
保
護
世
帯
・
市
民
税
非
課
税
世
帯

　

無　

料

◇
市
民
税
課
税
世
帯

　

月
額
３
０
０
円

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課　

高
齢
者
福
祉
係

☎
47
‐
１
０
３
９

農
業
委
員
会
情
報

【
農
地
の
転
用
に
つ
い
て
】

　

農
地
を
農
地
以
外
の
も
の
に
す
る

こ
と
を
「
農
地
転
用
」
と
い
い
ま
す
。

例
え
ば
、
田
畑
を
整
地
し
た
駐
車

場
の
整
備
や
住
宅
・
農
業
用
施
設
（
作

業
小
屋
）の
建
築
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

　

農
地
転
用
を
す
る
場
合
、
農
地
法

に
基
づ
く
許
可
が
必
要
で
す
。（
市

街
化
区
域
の
場
合
は
届
出
）

　

ま
た
過
去
に
住
宅
な
ど
を
建
築
し
、

地
目
が
畑
な
ど
農
地
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
場
合
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
法
務
局
で
の
地
目
変
更
の
手
続

き
を
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

許
可
申
請
、
届
出
の
受
付
に
つ
い

て
は
、農
業
委
員
会
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
農
業
委
員
会
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
春
の
農
作
業
労
賃
標
準
額
】

　

農
業
委
員
会
で
は
、
令
和
７
年
春

の
農
作
業
労
賃
標
準
額
を
決
定
し
ま

し
た
。

【
畑
の
飛
砂
防
止
に
つ
い
て
】

　

毎
年
春
に
な
る
と
強
風
に
よ
り
畑

地
の
飛
砂
が
住
宅
の
中
に
入
り
込
む

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
飛
砂
を
防
止
す
る
た
め
強
風

が
予
想
さ
れ
る
際
に
は
事
前
の
散
水

や
防
砂
ネ
ッ
ト
の
設
置
な
ど
、
飛
砂

防
止
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
47
‐
１
０
５
３

JR

作業名 標準額
（税込み） 摘要

耕
う
ん

水田一般 18,000
10アール当たり
水田は荒起こし、
中耕、代かきの３回

水田ほ場
整備地 17,000

畑 9,000
機
械
田
植

水田一般 9,000
（12,000）10アール当たり（　）内は肥料散布を

含むが、肥料代は除く水田ほ場
整備地

7,000
（10,000）

一般労務 960 1時間当たり
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特
定
新
規
学
卒
者
就
職
支
度
金

　

就
職
に
お
い
て
特
に
援
助
を
必
要

と
す
る
人
に
支
度
金
を
給
付
す
る
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

申
請
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

◇
鳥
取
県
内
の
学
校
を
卒
業
し
、
卒
業

し
た
月
の
翌
月
末
日
ま
で
に
学
校
ま

た
は
公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介
に
よ

り
初
め
て
常
用
労
働
者
（
※
）
と
し

て
就
職
が
決
定
し
て
い
る
人

※
「
雇
用
期
間
の
定
め
の
な
い
被
雇

　

用
者
」
ま
た
は
「
雇
用
期
間
が
１

　

年
以
上
を
見
込
む
被
雇
用
者
」。

　

雇
用
契
約
を
結
ば
な
い
就
労
継

　

続
支
援
Ｂ
型
は
対
象
外

◇
身
体
障
が
い
者
、知
的
障
が
い
者
、

　

精
神
障
が
い
者
の
い
ず
れ
か
に
該

　

当
す
る
人

◇
保
護
者
ま
た
は
世
帯
主
が
市
内
に

　

住
民
票
を
有
し
て
い
る
人

▼
給
付
額　

２
万
５
千
円

▼
申
請
期
限　

就
職
後
30
日
以
内

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

水
産
商
工
課　

商
工
振
興
係

☎
47
‐
１
０
５
６

奨
学
資
金
の
貸
し
付
け

進
学
す
る
人
の
就
学
援
助
と
し
て
、

奨
学
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

▼
対　

象

　

高
等
学
校
の
全
日
制
、
定
時
制
ま

た
は
通
信
制
の
各
課
程
に
在
籍
し
、

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人
。

◇
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が
困

　

難
で
あ
る
こ
と
。

◇
３
年
以
上
市
内
に
在
住
し
て
い
る
こ
と
。

▼
貸
付
金
額　

月
額
９
千
円
以
内

▼
貸
付
条
件　

無
利
子

▼
貸
付
期
間　

３
年
以
内

▼
申
込
期
限　

４
月
18
日
（
金
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
総
務
課　

学
事
係

☎
47
‐
１
０
８
５

協
会
け
ん
ぽ
保
険
料
率
改
定

　

３
月
分
（
４
月
納
付
分
）
か
ら
保

険
料
率
が
変
わ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

協
会
け
ん
ぽ
鳥
取
支
部　

企
画
総
務
グ
ル
ー
プ

　
　

☎
０
８
５
７
‐
25
‐
０
０
５
０

原
子
力
防
災
広
域
住
民

避
難
計
画
等
説
明
会

　

原
子
力
災
害
発
生
時
の
屋
内
退
避

等
の
避
難
行
動
や
避
難
経
路
、
行
動

を
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
お
住

い
の
地
域
ご
と
に
示
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
当
日
は
、
中
国
電
力
㈱
か
ら
「
島

　

根
原
子
力
発
電
所
の
概
要
」
な
ど

　

に
つ
い
て
の
説
明
も
あ
り
ま
す
。

▼
対　

象

　

各
開
催
地
区
に
お
住
い
の
人

※
境
地
区
の
み
市
内
在
住
者

▼
と　

き

　

各
地
区　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

※
境
地
区
の
み　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

各
地
区
公
民
館

▼
そ
の
他

　

原
子
力
災
害
発
生
時
の
避
難
行
動

計
画
地
区
別
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
令

和
４
年
度
に
作
成
し
、
市
報
に
折
り

込
み
配
布
し
て
い
ま
す
。

お
持
ち
の
場
合
は
、ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

防
災
危
機
管
理
課　

防
災
危
機
管

理
室　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
７
１

市
長
と
語
る
会

　

市
内
各
公
民
館
で
市
長
と
語
る
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
開
始
時
間　

午
後
７
時
30
分

※
お
住
い
の
地
区
の
公
民
館
に
お
出

　

か
け
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
自
治
連
合
会
事
務
局
（
総

合
政
策
課
内
）　

☎
47
‐
１
０
２
３

市

民

運

動

会

　

市
内
全
７
地
区
で
市
民
運
動
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き
（
市
内
全
地
区
）

　

５
月
11
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ

各
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
お
よ
び

さ
か
い
幸
朋
苑
ナ
マ
ス
テ
ホ
ー
ル

（
誠
道
地
区
）

※
雨
天
な
ど
中
止
・
延
期
の
判
断
は
、

各
地
区
で
異
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
自
治
連
合
会
事
務
局
（
総

合
政
策
課
内
）　

☎
47
‐
１
０
２
３

第
９
回
み
な
と
オ
ア
シ
ス
境
港
大
漁
祭

【
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
境
港
大
会
】

地
元
の
水
産
加
工
品
や
産
品
を
中

心
と
し
た
食
の
イ
ベ
ン
ト
が
「
Ｓ
ｅ
ａ

級
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
境
港
大
会
」
と

同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。（
入
場
無
料
）

▼
内　

容

◇
飲
食
ブ
ー
ス
（
30
店
以
上
）

◇
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

◇
港
湾
業
務
艇
「
は
く
し
ゅ
う
」
に

　

よ
る
港
内
見
学
会
（
当
日
受
付
）

◇
鮮
魚
詰
め
放
題　

な
ど

▼
と　

き

４
月
19
日（
土
）・
20
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ

お
さ
か
な
ロ
ー
ド
周
辺
、

境
水
道
沿
い
海
岸
通
り
お
よ
び
Ｈ
Ａ

Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
三
光
丸
境
港（
相
生
町
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

大
漁
祭
実
行
委
員
会（
喫
茶
ク
ロ
内
）

☎
44
‐
２
０
８
６

informationinformation

有　

料　

広　

告

催催 

しし

健康保険料率 介護保険料率

変更前 9.68％ 1.60％

変更後 9.93％ 1.59％

※40～64歳の人（介護保険第2号被保険者）
は健康保険料率に介護保険料率が加わります。
※賞与については、支給日が3月1日分から
　変更後の保険料率が適用されます。

地区 日にち
中浜 4月14日（月）
誠道 4月15日（火）
外江 4月18日（金）
境 4月20日（日）
余子 4月22日（火）
上道 4月23日（水）
渡 4月25日（金）

地区 日にち

上道 5月  7 日（水）

外江 5月13日（火）

中浜 5月15日（木）

渡 5月19日（月）

境 5月21日（水）

誠道 5月23日（金）

余子 5月30日（金）

市報さかいみなと　26



募募 

集集

ま
つ
ば
会
家
族
交
流
サ
ロ
ン

「
一
休
さ
ん
」

　

心
の
不
調
を
感
じ
て
い
る
人
の
家

族
や
、
生
活
を
と
も
に
し
て
い
る
人

が
、
癒
し
の
音
楽
と
と
も
に
、
コ
ー

ヒ
ー
な
ど
を
飲
み
な
が
ら
自
由
に
過

ご
せ
る
場
所
で
す
。
※
途
中
退
出
可

▼
と　

き　

４
月
20
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費　

１
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
境
港
市
精
神
障
が
い
者
家
族
会
ま

　

つ
ば
会
事
務
局
（
境
港
市
社
会
福

　

祉
協
議
会
）　

☎
45
‐
６
１
１
６

◇
健
康
づ
く
り
推
進
課　

地
域
保
健
係

☎
47
‐
１
０
４
３

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
問
題

啓
発
週
間
セ
ミ
ナ
ー

　

ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど
の
依
存
症
に
関

す
る
講
演
や
家
族
、
当
事
者
の
体
験

談
を
聞
く
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
講　

師　

山
下
陽
三
さ
ん

（
鳥
取
県
依
存
症
拠
点
機
関　

渡
辺

病
院　

副
院
長
）

▼
と　

き　

５
月
11
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

国
際
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ラ
ザ

▼
託　

児　

あ
り
（
１
０
０
０
円
）

※
託
児
の
み
要
予
約（
５
月
４
日（
日
）〆
切
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

全
国
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
家
族
の
会
鳥
取

 kazokukai.t@
gm
ail.com

鳥
取
県
伝
統
工
芸
品
半
世
紀
展

〜
よ
う
こ
そ
、よ
う
こ
そ
50
年
、こ
れ
か
ら
も
〜

　

国
指
定
伝
統
的
工
芸
品
「
因
州
和

紙
」「
弓
浜
絣か
す
り」「

出
雲
石
灯
ろ
う
」

を
は
じ
め
と
し
た
伝
統
工
芸
品
の
展

示
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

「
弓
浜
絣
」
で
は
、
故
嶋
田
悦
子
さ

ん
が
生
前
に
収
集
さ
れ
、
市
に
寄
贈

さ
れ
た
作
品
も
一
部
展
示
さ
れ
ま
す
。

▼
と　

き

　

４
月
18
日（
金
）〜
５
月
10
日（
土
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
４
月
21
日
（
月
）
は
休
館

▼
と
こ
ろ　

鳥
取
県
立
美
術
館

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
販
路
拡
大
・
輸
出
促
進
課

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
６
４
０

市
民
後
見
人
養
成
講
座（
全
10
回
）

▼
対　

象

　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
満
18
歳
以

上
の
人

◇
全
課
程
を
受
講
で
き
る
見
込
み
の
人

◇
市
民
後
見
人
と
し
て
活
動
す
る
意

　

思
が
あ
る
人

▼
と　

き

5
月
24
日
（
土
）
〜

（
原
則
土
曜
日
、
月
１
回
程
度
開
催
）

▼
と
こ
ろ　

米
子
市
ふ
れ
あ
い
の
里

▼
申
込
方
法

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
持
参
の
い
ず
れ
か

※
申
込
書
は
長
寿
社
会
課
に
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
期
限

5
月
2
日
（
金
）

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

▼
定　

員

25
人
程
度

※
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

西
部
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
う
え

る
か
む（
米
子
市
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
21
‐
５
０
９
２

21
‐
５
０
９
４

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
人
口
減
少

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
委
員

　

人
口
減
少
の
克
服
、
移
住
定
住
の

促
進
、
だ
れ
も
が
働
き
や
す
い
ま
ち

を
実
現
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

　

令
和
７
年
４
月
１
日
時
点
で
次
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

◇
市
内
在
住
の
満
18
歳
以
上
39
歳
未

　

満
の
人

◇
平
日
昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き

る
人

▼
任　

期

　

令
和
７
年
４
月
か
ら
１
年
間

▼
募
集
人
数　

若
干
名

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
書
類
審
査

　

の
う
え
決
定

▼
業
務
内
容

　

年
４
回
程
度
開
催
す
る
会
議
に
出

席
し
、
市
の
施
策
の
点
検
、
新
し
い

施
策
の
提
案
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
会
議
出
席
の
都
度
、
報
酬
を
支
給

　

し
ま
す
。

▼
申
込
方
法

　

自
己
紹
介
と
応
募
の
動
機
を

４
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、
持
参
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
提
出

（
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話

番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
申
込
期
限

４
月
15
日
（
火
）
必
着

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課　

政
策
企
画
係

☎
47
‐
１
０
２
４

47
‐
１
２
０
５

sougouseisaku@city.sakaiminato.lg.jp

災
害
時
協
力
井
戸

　

災
害
時
に
井
戸
水
を
無
償
で
提
供

し
て
い
た
だ
け
る
協
力
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。「
災
害
時
協
力
井
戸
」

を
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
い
た
だ
き
、

災
害
時
に
、
井
戸
を
開
放
す
る
こ
と

で
、
周
辺
住
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
用

水
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　

な
お
、
登
録
に
あ
た
り
、
井
戸
水

の
水
質
検
査
を
無
料
で
実
施
し
ま
す
。

▼
登
録
条
件
（
全
て
に
該
当
）

◇
災
害
時
に
井
戸
水
を
無
償
提
供
で
き
る

◇
現
在
使
用
し
て
い
る
井
戸
で
あ
る

◇
く
み
上
げ
る
た
め
の
装
置
が
あ
る

◇
利
用
す
る
う
え
で
危
険
が
な
い

◇
生
活
用
水
と
し
て
該
当
（
飲
用
で

　

は
あ
り
ま
せ
ん
）

◇
井
戸
の
所
在
地
な
ど
の
公
開
に
同

　

意
で
き
る

※
普
段
か
ら
井
戸
の
適
切
な
管
理
に

　

努
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
登
録
申
請
方
法

①
申
請
書
を
市
に
提
出

②
現
地
調
査
・
水
質
検
査
の
実
施

③
名
簿
に
登
録

④
県
か
ら
登
録
証
と
井
戸
標
識
が
送

　

付
さ
れ
る

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

防
災
危
機
管
理
課　

防
災
危
機
管

理
室　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
１
２
４

市
民
農
園
利
用
者

　

市
民
に
農
業
に
親
し
ん
で
も
ら
え

る
市
民
農
園
を
市
内
３
カ
所（
中
浜
・

竹
内
・
中
野
）
に
設
け
て
い
ま
す
。

　

休
日
や
余
暇
を
利
用
し
て
、
野
菜

の
栽
培
や
収
穫
の
喜
び
を
実
感
で
き

ま
す
。

▼
対　

象　

　

市
内
在
住
者
（
１
人
１
区
画
）

※
一
区
画
10
坪
（
約
33
㎡
）

▼
利
用
料
金

２
３
０
０
円（
年
額
）

▼
利
用
期
間

許
可
月
〜
令
和
８
年
３
月
31
日（
火
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課　

農
業
振
興
係

☎
47
‐
１
０
４
９

informationinformation

FAX

Mail

Mail

FAX
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地
域
を
守
る
消
防
団
員

　

境
港
市
消
防
団
は
、
そ
れ
ぞ
れ
仕

事
を
も
ち
な
が
ら
、「
地
域
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
市
民
の
生
命
、

身
体
、
財
産
を
守
る
た
め
の
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

▼
入
団
資
格

　

境
港
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す

る
18
歳
以
上
の
健
康
な
人

※
入
団
後
は
、
消
防
団
本
部
ま
た
は

　

各
地
区
の
分
団
に
所
属
し
ま
す
。

▼
勤
務
概
要

◇
平
時
の
各
種
訓
練
参
加
、
災
害
現

　

場
に
お
け
る
消
火
活
動
な
ど

◇
火
災
予
防
、
地
域
防
災
な
ど
の
広

　

報
、
啓
発
活
動

◇
応
急
手
当
普
及
啓
発
活
動
、
消
防

　

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

▼
そ
の
他

◇
消
防
団
員
の
身
分
は
非
常
勤
特
別

　

公
務
員
と
な
り
ま
す
。

◇
活
動
に
必
要
な
被
服
な
ど
を
貸
与

　

し
ま
す
。

◇
功
労
に
応
じ
た
表
彰
制
度
が
あ
り

　

ま
す
。

◇
消
防
団
活
動
中
に
負
傷
し
た
場
合

　

は
、
公
務
災
害
と
し
て
補
償
さ
れ

　

ま
す
。

◇
団
員
に
は
市
の
条
例
に
規
定
す
る

　

報
酬
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

防
災
危
機
管
理
課　

防
災
危
機
管

理
室　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
７
１

伯
州
綿
栽
培
サ
ポ
ー
タ
ー

　

市
農
業
公
社
の
「
伯
州
綿
」
栽
培

を
支
え
て
い
た
だ
く「
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
募
集
し
ま
す
。

　

収
穫
さ
れ
た
綿
は
市
農
業
公
社
が

買
取
り
ま
す
。

▼
対　

象

　

栽
培
期
間
（
５
月
〜
12
月
）
を
通

じ
、
責
任
を
持
っ
て
栽
培
の
で
き
る

個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

▼
栽
培
場
所

　

文
化
ホ
ー
ル
東
側
（
中
野
町
）
伯

州
綿
畑

▼
栽
培
面
積

　
１
畝せ

（
30
坪
※
長
さ
約
２
０
ｍ
）
か
ら

※
畝う

ね
数
は
調
整
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
買
取
予
定
価
格
（
１
㎏
あ
た
り
）

◇
マ
ル
チ
な
し
区
画　

１
５
０
０
円

◇
マ
ル
チ
あ
り
区
画　

７
５
０
円

▼
申
込
方
法

　

窓
口
、
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送

の
い
ず
れ
か

※
申
込
書
は
農
政
課
窓
口
、
市
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

４
月
18
日
（
金
）

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課　

農
業
振
興
係

☎
47
‐
１
０
４
９

44
‐
７
９
５
７

　

nosei@
ctiy.sakaim

inato.lg.jp

第
56
回
境
港
市
美
術

展
覧
会　

出
展
作
品

　

６
月
28
日
（
土
）
か
ら
７
月
２
日

（
水
）
ま
で
、
境
港
市
美
術
展
覧
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
部　

門　

絵
画
、
工
芸
、
彫
刻
、

　

書
道
、
写
真
、
デ
ザ
イ
ン

▼
応
募
資
格

　

高
校
生
年
代
以
上
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人　

◇
市
内
在
住
者
ま
た
は
市
内
で
勤
務

　

し
て
い
る
人

◇
右
記
の
部
門
に
該
当
す
る
市
内
グ

　

ル
ー
プ
に
所
属
し
て
い
る
人

▼
作
品
受
付
日　

６
月
25
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

▼
受
付
会
場　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

２
階　

大
会
議
室

▼
申
込
方
法

　
作
品
と
出
品
申
込
票
を
会
場
に
持
参
。

　

詳
細
は
、
各
地
区
公
民
館
、
生
涯

学
習
課
窓
口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
る
要
項
で
確
認
で
き
ま
す
。

※
出
品
申
込
票
、
作
者
コ
メ
ン
ト
用
紙

　
（
デ
ザ
イ
ン
部
門
の
み
）、
釈
文
票

　
（
書
道
部
門
の
み
）
は
、
５
月
中

　

旬
か
ら
同
じ
場
所
で
配
布
し
ま
す
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
体
育
係　

☎
47
‐
１
０
９
２

第
34
回
境
港
市
ピ
ア
ノ

コ
ン
ク
ー
ル
出
場
者

▼
応
募
資
格　

◇
市
内
在
住
の
小
学
生

◇
鳥
取
県
・
島
根
県
在
住
の
中
学
生
、

　

高
校
生

▼
と　

き　

７
月
21
日
（
月
・
祝
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
参
加
費　

４
千
円

▼
申
込
方
法

　

申
込
フ
ォ
ー
ム
、
郵
送
、
持
参
、

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

※
要
項
、
申
込
書
は
生
涯
学
習
課
窓

　

口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
期
間

　

４
月
15
日（
火
）〜
５
月
30
日（
金
）

　

午
後
５
時
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印
有
効

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

文
化
体
育
係

☎
47
‐
１
０
９
３

ア
ー
ト
ス
タ
ー
ト
実
施
団
体

　

未
就
学
児
を
対
象
と
し
た
ア
ー
ト

ス
タ
ー
ト
（
作
品
鑑
賞
、
創
造
体
験
、

公
演
鑑
賞
）
の
機
会
を
提
供
す
る
団

体
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
事
業

　

ア
ー
ト
ス
タ
ー
ト
の
機
会
を
提
供

し
、
入
場
料
を
徴
収
す
る
事
業

▼
補
助
対
象
団
体

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
の
規
定

に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
ま
た
は
営

利
を
目
的
と
せ
ず
未
就
学
児
の
健
全

育
成
に
資
す
る
活
動
を
行
う
団
体

▼
補
助
限
度
額

　

補
助
対
象
経
費
の
合
計
額
の
２
分

の
１
（
上
限
10
万
円
）

※
申
請
方
法
な
ど
詳
細
は
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

文
化
体
育
係

　

☎
47
‐
１
０
９
３

ウ
ル
ト
ラ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員

　

ウ
ル
ト
ラ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、

「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

と
し
て
、
複
数
の
種
目
を
、
様
々
な

世
代
の
人
た
ち
が
、
興
味
・
関
心
や

競
技
レ
ベ
ル
を
問
わ
ず
に
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
目
的
に
、
地
域

住
民
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
し
て
い

る
団
体
で
す
。

▼
内　

容

　

体
操
教
室
（
鉄
棒
、と
び
箱
、マ
ッ

ト
運
動
、
な
わ
と
び
、
逆
立
ち
ほ
か
）

▼
対　

象　

３
歳
〜
小
学
４
年
生

▼
と　

き　

毎
月
第
４
日
曜
日

　

午
前
11
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

幸
神
体
育
館

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

ウ
ル
ト
ラ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎
57
‐
５
１
７
０

　

ultra-cs@
sea.chukai.ne.jp

informationinformation

Mail

FAX

市ホームページ

Mail

市ホームページ
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慰
霊
巡
拝
参
加
者

　

戦
没
者
慰
霊
事
業
と
し
て
、
先
の

大
戦
で
親
族
を
亡
く
さ
れ
た
遺
族
を

対
象
に
、
厚
生
労
働
省
が
慰
霊
巡
拝

を
実
施
し
ま
す
。

▼
実
施
地
域
（
予
定
）

▼
参
加
費

　
海
外
地
域
の
場
合
約
25
万
円
〜
47
万

円
程
度
、硫
黄
島
の
場
合
約
２
万
円
で
す
。

※
地
域
に
よ
り
実
施
日
程
、
募
集
予
定

　
人
員
、
参
加
費
用
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

生
活
支
援
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
7

米
子
市
上
下
水
道
局
職
員

▼
募
集
職
種　

　
公
営
企
業
技
術
職（
大
学
卒
業
程
度
）

※
短
大
・
高
専
卒
業
者
（
見
込
含
）

　

も
受
験
可

▼
採
用
予
定
日　

令
和
８
年
４
月
１
日

▼
募
集
開
始　

４
月
下
旬

▼
そ
の
他

　

詳
細
は
、
米
子
市
上
下
水
道
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

米
子
市
上
下
水
道
局　

総
務
課

　

☎
32
‐
６
１
１
６

職

業

訓

練

▼
訓
練
科

①
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
実
践
科

②
初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科

▼
と　

き

①
４
月
22
日（
火
）〜
７
月
22
日（
火
）

②
５
月
13
日（
火
）〜
７
月
11
日（
金
）

▼
と
こ
ろ

①
㈱
ス
ペ
ッ
ク（
無
料
駐
車
場
あ
り
）

②
㈲
米
子
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー

　
（
有
料
駐
車
場
の
あ
っ
せ
ん
あ
り
）

▼
定　

員　

各
14
人

▼
申
込
期
限

①
４
月
10
日
（
木
）
正
午

②
４
月
25
日
（
金
）
正
午

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子
（
米
子
公
共
職

業
安
定
所
）　　

☎
33
‐
３
９
１
１

中
国
語
同
好
会
受
講
生

　

中
国
語
を
レ
ベ
ル
ご
と
に
２
つ
の

コ
ー
ス
で
学
べ
ま
す
。（
受
講
料
無
料
）

▼
内　

容

①
初
級
コ
ー
ス

②
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

※
両
コ
ー
ス
と
も
１
時
間
で
す
。

※
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
は
中
国
語

　

検
定
３
級
、
Ｈ
Ｓ
Ｋ
４
級
以
上
ま

　

た
は
こ
れ
と
同
等
の
能
力
と
認
め

　

ら
れ
る
人
が
対
象
で
す
。

▼
と　

き　

毎
週
水
曜
日　

午
前

※
第
１
回
は
、
２
コ
ー
ス
と
も
４
月

　

23
日
（
水
）
に
開
催
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

境
公
民
館
１
階
保
育
室

▼
講　

師　

市
国
際
交
流
員

▼
教
材
に
つ
い
て
（
自
費
負
担
）

①
初
級
コ
ー
ス
の
教
材
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

　

ま
い
に
ち
中
国
語
を
使
用
し
ま
す
。

②
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
の
教
材
は
、

　

講
座
開
始
時
に
指
定
し
ま
す
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

中
国
語
同
好
会　

小
西
さ
ん

☎
０
９
０
‐
５
７
０
６
‐
４
７
７
８

納

税

相

談

　

災
害
、
病
気
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
市

税
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
は
、
申
請
に
よ
り
差
押
え
や
財
産

の
換
価
（
売
却
）
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
（
要
予
約
）】

　

仕
事
な
ど
で
、
平
日
の
昼
間
に
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
と

き
は
、
相
談
日
の
前
日
（
休
日
を
除

く
）
ま
で
に
収
税
課
に
ご
予
約
の
う

え
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

４
月
30
日
（
水
）、５
月
30
日
（
金
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

※
予
約
者
の
相
談
が
終
わ
り
次
第
終

　

了
し
ま
す
。
ま
た
、
予
約
が
な
い

　
場
合
、納
税
相
談
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目　

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

　

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

　

法
人
市
民
税

※
納
税
通
知
書
な
ど
を
紛
失
し
、
納

　

め
る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は

　
あ
ら
か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

収
税
課　

滞
納
整
理
係　

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
０

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談
会

▼
対　

象
（
要
申
込
）

　

お
お
む
ね
15
〜
49
歳
の
お
仕
事
を

探
し
て
い
る
人
や
そ
の
家
族

▼
と　

き

①
４
月
11
日
（
金
）、
②
25
日
（
金
）

　

両
日
と
も
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

市
役
所　

第
２
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
21
‐
５
６
７
８

　

yonago-sapo@
roukyou.gr.jp

商
工
会
議
所　

相
談
会

【
経
営
相
談
会
】

▼
と　

き　

４
月
８
日
（
火
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

【
事
業
承
継　

個
別
相
談
会
】

▼
と　

き　

４
月
17
日
（
木
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

【
共
通
事
項
】

▼
と
こ
ろ　

境
港
商
工
会
議
所　

　

２
階
相
談
室

▼
相
談
料　

無　

料　

※
要
申
込

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
商
工
会
議
所　

相
談
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
１
１
１
１

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

【
出
張
！
お
仕
事
相
談
会
in
み
な
と
テ
ラ
ス
】

▼
と　

き　

４
月
19
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス

【
お
仕
事
相
談
会
in
プ
ラ
ン
ト
５
】

▼
と　

き

　

４
月
８
日
（
火
）、
22
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ
5
境
港
店

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク　

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
３
３
９
５

相
談
相
談

informationinformation
実施地域名 応募締切 巡拝実施予定時期
中国東北地方 ４月２４日（木） ８月１９日（火）～８月２９日（金）
インドネシア ４月２８日（月） ９月　３日（水）～９月１２日（金）
東部ニューギニア ５月２日（金） ９月１７日（水）～９月２５日（木）
カザフスタン共和国 ５月１５日（木） ９月　２日（火）～９月１０日（水）
ウズベキスタン共和国 ５月２９日（木） ９月２５日（木）～１０月　３日（金）
トラック諸島 ５月２０日（火） １０月　８日（水）～１０月１６日（木）
硫黄島（１次） 7月中旬 11月中旬
パラオ諸島 ９月１日（月） １月２２日（木）～１月２９日（木）
フィリピン ８月２１日（木） ２月４日（水）～２月１３日（金）
硫黄島（２次） 10月上旬 ２月中旬

Mail
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こそだて相談ひろば
～妊産婦・乳幼児相談会、離乳食講習会～

▼対　象　妊産婦・乳幼児と保護者

▼ところ　保健相談センター　講堂

▼持ち物　母子健康手帳、歯ブラシ※歯科相談希望者のみ

▼申込方法　電話または右記 LINE アカウントにて、
　　　　　　お子さんのお名前、生年月日、
　　　　　　参加したい内容をお伝えください。

▼申込・問い合わせ先
　健康づくり推進課　地域保健係　☎４７－１０４２

子育て
ひろば

きらきら・ひまわり情報
【おおきくなったね！】

▼内　容　４月生まれの誕生会、エプロンシアター、
　　　　　身体計測、手形・足形など

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　４月１５日（火）
　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」
【きらきらタイム】

▼と　き　毎週木曜日　午前１０時４５分～

▼ところ　こども支援センター「きらきら」
【ひまわりタイム】

▼と　き　毎週火曜日　午前１０時３０分～

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼申込・問い合わせ先
　こども支援センター　「きらきら」　　☎４５－０１１６
　地域子育て支援センター「ひまわり」☎２１－８１０３

すまいる　育成こども園・外江こども園
【ベビーマッサージ】※要申込

▼対　象　未就園児親子（1カ月健診後の赤ちゃんから可）

▼と　き　４月２１日（月）午前１０時～１１時

▼ところ　外江こども園

▼講　師　河内奈津子さん
▼定　員　５組

【OPEN　DAY】
開放日、園内見学、こども園についての質問や子育て
相談に応じます。

▼対　象　未就園児親子（保護者のみも可）

▼と　き　４月２３日（水）　午前９時３０分～１１時

▼ところ　育成こども園
【問い合わせ先】育成こども園　☎４４－１９５８

ようこそ♡あかちゃん教室
※要申込

▼主な内容
◇マタニティストレッチ♪
　～楽しく安全なストレッチで体も心もリフレッシュ～
◇出産＆子育て talk　time

▼対　象 妊娠13週以降の妊婦さんとそのパートナー
　　　　　妊婦さんお一人の参加もＯＫ
　　　　　（お子さんを連れての参加もできますので、
　　　　　　申し込み時にお知らせください）

▼と　き　４月２０日（日）午前１０時～１１時３０分

▼ところ 保健相談センター

▼申込期限　４月１６日（水）

▼申込・問い合わせ先
　健康づくり推進課　地域保健係　☎４７－１０４２

【妊産婦・乳幼児相談会】

▼内　容　歯科相談、栄養相談、助産師・ 保健師に
　　　　　よる健康相談、身体計測

▼と　き　４月８日（火）午前９時３０分～正午
　　　　　※歯科相談は１１時まで
【離乳食講習会（講話、調理のデモ、試食）】

▼内　容　はじめてさんの離乳食
　　　　　（離乳食を始める前のお子さんの保護者向け）
　　　　　２回食、３回食のなるほど離乳食
　　　　　（離乳食を始めてから完了期のお子さんの保護者向け）

▼と　き　４月８日（火）
　　　　　◇午前１０時～  はじめてさんの離乳食
　　　　　◇午前１１時～  ２回食、３回食のなるほど離乳食

・内容についての詳細は、各施設に直接お問い合わせください。
・記事中に特に明記がない場合、会場は問い合わせ先と同じです。

instagram公式LINE

ファミリー・サポート・センター
※要申込

【陽なた勉強会（子どもの個性を知って、適切な支援を）】

▼対　象　ファミリー・サポート・センター登録者

▼と　き　４月１６日（水）午前９時２０分～11時

▼ところ　NPO法人陽なた（夕日ヶ丘２丁目８０番地）

▼講　師　竹内美智子さん（NPO法人陽なた 理事長）

▼定　員　８人　※定員に達し次第締め切り

▼申込期間　４月１日（火）～

▼申込・問い合わせ先
ファミリー・サポート・センター　☎４５－６６６０ Himawari cafe（ひまわりかふぇ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※要申込

　フォトブースや絵本コーナー、おもちゃを用意していま
す。ゆっくりとお飲み物を飲みながら、保護者同士おしゃ
べりをするなど、落ち着くひとときをお過ごしください。

▼対　象　０～１歳の未就園児親子

▼と　き ４月１０日（木）、２４日（木）
　　　　　午前１０時～１１時３０分

▼申込方法　申し込みはQRコードから

▼問い合わせ先　境ひまわり保育園　☎３０－４８２３

市報さかいみなと　30



☆おはなし広場 絵本やお話を楽しみませんか。

▼問い合わせ先　生涯学習課　生涯学習係　☎４７－１０９１
内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館
毎月第３金曜日 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館
毎月第１金曜日 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館
毎月第４金曜日 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場） 毎週水曜日 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

☆乳幼児健康診査・相談の日程
内　容 と　き 対　象 ところ・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

  4月17日（木）

　12：30 から時間差で少人数
ずつ行います。
　詳しい時間については、別途
対象者へ郵送でお知らせします。

令和6年　９月生まれの乳児
【ところ】
　保健相談センター
【問い合わせ先】
　健康づくり推進課
　地域保健係
　☎47－ 1042

  5月13日（火） 令和6年１０月生まれの乳児

１歳６カ月児
健康診査

  4 月  9 日（水） 令和5年　９月生まれの幼児
  5 月  8 日（木） 令和5年１０月生まれの幼児

３歳児
健康診査   5月15日（木） 令和４年１、２月生まれの幼児

子育て相談

毎日　8：30～ 17：15
※こども支援センター「きらきら」は、
　土・日曜日・祝祭日を除く
※地域子育て支援センター「ひまわり」は、
　木曜日を除く

乳幼児と保護者

「きらきら」
　☎45－ 0116
「ひまわり」
　☎21－ 8103

　※健康診査には、母子健康手帳を持参してください。
　※健康診査時の歯科相談希望者（対象：幼児）は、歯ブラシを持参してください。

【休日保育】
　利用を希望する人は、4月２１日（月）までに事前の利用登録が必要です。

▼対象児童　市内に住んでいる1歳6カ月から小学校就学前の児童で、保育の必要性の認定を受けている児童

▼と　き　　午前７時３０分～午後６時３０分　　　

▼ところ　　地域子育て支援センターひまわり　　

▼利用料　　１日１回２，０００円（保育料の階層により軽減あり）

▼利用登録・問い合わせ先　子育て支援課　児童係　☎４７－１０４６
【地域子育て支援センター「ひまわり」・こども支援センター「きらきら」】
　「ひまわり」臨時休館日　5月９日（金）

▼問い合わせ先
　地域子育て支援センター「ひまわり」☎２１－８１０３　　こども支援センター　「きらきら」☎４５－０１１６

4月 ５月
２６日
（土）

２７日
（日）

２８日
（月）

２９日
（火・祝）

３０日
（水）

１日
（木）

２日
（金）

３日
（土・祝）

４日
（日・祝）

５日
（月・祝）

６日
（火・振）

休日保育 × ○ × ○ × × × ○ ○ ○ ○

「ひまわり」 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

「きらきら」 × × ○ × ○ ○ ○ × × × ×

聖心幼稚園 にこにこひろば
【園舎・園庭開放】

▼対　象　未就園児

▼と　き　土曜日　午前９時３０分～正午

▼問い合わせ先　聖心幼稚園　☎４２－２０４０

認定こども園　美哉幼稚園　びさい交流会
【園庭開放】

▼対　象　未就園児親子

▼と　き　平日の午前中

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　☎４２－２８３９

連休中の休日保育・子育て支援施設の開館状況
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「活字が見えない、見えにくい、活字を読むのに困難
のある人」のために、専用機器を使って録音図書を聞
く体験会を行います。読みやすく書かれたＬＬブック
などの展示もあります。また、個別相談も受け付けます。
と　き：４月１７日（木）午後２時～４時３０分
ところ：図書館入り口前ポップアップコーナー

市報広告を募集中！
　「市報さかいみなと」に広告掲載をして、宣伝してみませんか？
◇発行部数　12,000部
◇広告掲載場所　各ページの一番下（表紙・裏表紙を除く）
◇広告の規格・掲載料（月額）
・１号広告（5㎝ × 18㎝）15,000円　・２号広告（5㎝ × 12㎝）10,000円　・３号広告（5㎝ × 6㎝）　 5,000円△

問い合わせ先　秘書広報課広報広聴係　☎４７ー１０１０
※市報広告以外にも、ホームページバナー広告などもあります。詳細についてはお問い合わせください。

   毎月第３木曜日に開催

市民図書館　☎４７－１０９９
◆開館時間 午前９時３０分～午後６時３０分
 【土・日・祝日は午後６時閉館】
◆休館日　
　毎月第２木曜日・月末

今月の新規図書
【一般書】
◇思ひ出の記（小泉節子）
◇老いを読む　老いを書く（酒井順子）
◇鯨鯢の鰓にかく（山川徹）
◇がん征服（下山進）
◇秘色の契り（木下昌輝）
◇ららら星のかなた（谷川俊太郎、伊藤比呂美）
【児童書】
◇ひろい海にぼくたちは生きている（長倉洋海）
◇巨石運搬　海をこえて大阪城へ（鎌田歩）
◇どうやってできたの？日本の変な地形（松本穂高）
◇10歳からの図解でわかる投資（谷口達也）
◇起業家になりたい！（熊野正樹）
◇ラーメンのすべて（ラーメンのすべて編集部）
　　※貸出冊数・期間　　　１人10冊・２週間

　図書館関連 催し物

新刊続々　～絶賛貸し出し中～

と　き 催事名 ところ 時　間 参加費
４月１９日（土）
５月　３日（土・祝）

古典講座
「枕草子～清少納言と楽しく語ろう」

市民交流
センター 13:50～ １００円

４月２６日（土） 図書館で英語多読 市民図書館
15:30～
16:30
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ホームページ

データベースを使ってみよう

図 書 館 に 行 こ う ！図 書 館 に 行 こ う ！

　現在、図書館では以下のデータベースを無料で
利用でき、印刷もできます。
　（白黒10円／枚、カラー30円／枚）
　仕事、趣味または学習での調べものにとても役
に立ちます。どうぞご活用ください。

◇記事検索サービス（新日本海新聞社）
◇日経テレコン２１（日本経済新聞社）
◇官報情報検索サービス（国立印刷局）
◇クロスサーチ（朝日新聞社）
◇ヨミダス歴史館（読売新聞社）
◇ルーラル電子図書館（農村漁村文化協会）

　山陰最大の戦災「徴用船玉栄丸の爆発事故」をはじ
め、県西部地区での戦災についてご講演いただきます。
改めて平和の尊さを考える機会としましょう。
と　き：４月２０日（日）午後２時～３時３０分
ところ：ブラウジングコーナー
講　師：根平雄一郎　さん（伯耆文化研究会会長）

【『玉栄丸の爆発事故』から80年～戦時中の記憶を風化させない～】

【聞く読書体験会】

市報さかいみなと　32



－境港市の人口－
　　　男　：15,576人（△ 25）
　　　女　：16,772人（△ 25）
　　合　計：32,348人（△ 50）
　　世帯数：15,508世帯（＋6）
　※令和7年 2月末現在（）内は前月比
　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人　権　相　談    ４月１０日（木）
   ５月　８日（木） 13：00～ 16：00

老人福祉センター（浜の里）
（問）鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行　政　相　談    ４月１１日（金）
   ５月　９日（金） 13：30～ 15：30

老人福祉センター（浜の里）
（問）鳥取行政監視
　　行政相談センター
☎０８５７－２４－５５４１

法　律　相　談
（司法書士による）

   ４月　９日（水）
   ５月１４日（水） 13：30～ 15：00

老人福祉センター（浜の里）
（問）社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
　要です（初回優先）

法　律　相　談
（弁護士による）

　４月　４日（金）
　４月２５日（金）
　５月　２日（金）

13：30～ 15：30

福　祉　相　談 随時相談受付  8：30～ 17：00

法　律　相　談
（相続、不動産、
多重債務など）

　４月１６日（水） 14：00～ 16：00

米子市公会堂　集会室
（問）鳥取県司法書士会
☎０８５７－２４－７０２４
※要予約

多重債務・
法律相談会 　４月２４日（木） 13：30～ 15：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※要予約

相続・遺言相談 　４月　８日（火）
　５月１３日（火） 10：30～ 12：30

老人福祉センター（浜の里）
（問）鳥取県行政書士会
☎０８５７－２４－２７４４
※要予約

家庭児童相談 月～金曜日  8：30～ 17：15 子育て支援課育児支援係　☎４７－１０７７

青少年相談 月～金曜日  8：30～ 17：00 青少年育成センター　☎５７－５６７７

こころの相談
カウンセリング    ４月１４日（月） 13：00～ 15：00

健康づくり推進課
地域保健係
☎４７－１０４３※要予約

Ｄ　Ｖ　相　談

◇鳥取県西部総合事務所　地域福祉課　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日8：30～ 17：15※緊急の場合にも対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
受付時間：夜間（毎日17：15～ 8：30）、土日祝（8：30～ 17：15）

年金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月曜日8：30～ 19：00、 火～金曜日8：30～ 17：15、
  第２土曜日9：30～ 16：00）
予約受付専用電話（来訪相談のご予約）
　☎０５７０－０５－４８９０　（月～金曜日8：30～ 17：15）

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

文化 施 設 催し 物 スケ ジュール文化 施 設 催し 物 スケ ジュール
と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料・参加費

４月11日（金）
～20日（日）門脇正八風景写真展　山陰海岸にて

海とくらし
の史料館

9:30～ 17:00
（最終受付16：30）

海とくらしの史料館    
☎ 44－ 2000 写真展のみ無料

４月17日（木）
アナログ・レコード鑑賞会
「中島みゆき／生きていてもいいですか」
「五十嵐浩晃／NORTHERNSCENE」

文化ホール 14:00 ～ 16:00 境港市文化振興財団☎44－ 1000 無　料

４月19日（土） 境港おもちゃ病院 市民交流
センター 10:00 ～ 14:00 境港おもちゃ病院事務局

toyh.sakai@gmail.com 無　料

４月26日（土） サロンコンサート
「安部千菜クラリネットコンサート」 文化ホール 14:00 ～ 16:00 境港市文化振興財団☎44－ 1000

無　料
（飲み物は有料）

４月26日（土）
～５月25日（日） マンボウ祭

海とくらし
の史料館

9:30～ 17:00
（最終受付16：30）

海とくらしの史料館    
☎ 44－ 2000

大人 410円
小中高校生100円
幼児・70歳以上無料
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市役所へのお問い合わせは…
　市役所のどこへ問い合わせたらよいかわからない場合、
お気軽に下記の連絡先にご連絡ください。
　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。
代表電話番号
　☎０８５９－４４－２１１１
代表ファクシミリ番号
　　０８５９－４４－３００１
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窓口キャッシュレス決済をご利用ください！
　住民票の写し、所得証明書など、各種証明書の交付手数料の
お支払いに、キャッシュレス決済が利用できます。

▼利用できる窓口　◇市民課　◇税務課　◇収税課

▼利用できるキャッシュレス決済の種類
◇クレジットカード（VISA、JCB　など）
◇電子マネー（iD、楽天Edy、WAON　など）
◇QRコード（楽天ペイ、ｄ払い　など）
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心 ちゃん
（令和６年８月２６日生）（夕日ヶ丘１丁目）
≪お子さんへのメッセージ≫ 

いつも元気いっぱいニコニコりこちゃ
ん。だいすきだよ！

小
おぐら

椋 碧
あお
ちゃん

（令和４年３月５日生）（米川町）
≪お子さんへのメッセージ≫ 

3月で3歳！お話しが上手になった
ね！たくさん笑って過ごそうね！

みなと まちこ の一口コメント
　境港市の学校給食では、子どもたちに地元のおいしい魚をた
くさん味わってもらいたいと考え、魚料理を多く取り入れてい
ます。
　今回は、いわしのから揚げにレモンソースをかけた「いわし
のレモンソースがけ」を紹介します。子どもたちが苦手とする
魚を、食べやすい揚げものにして、レモンの爽やかな香りがす
る料理に仕上げました。
　いわし以外の魚でも、とても合うソースになっています。ご
家庭でぜひお試しください。

① いわしの開きに塩で下味をつけ、余分な水分をふき取る。

② 片栗粉をまぶし、高温（180～190℃）の油で、4分程度、
　 色よく揚げる。

③ レモン果汁、濃口しょうゆ、砂糖、水を合わせて、レモン
　 ソースをつくっておく。

④ 揚がったいわしに、③のレモンソースをかける。

   40学校給食レシピ学学今月
の

いわしのレモンソースがけ
境港市学校給食センター　☎21－2111

学校給食キャラクター
みなとまちこ

□材料（４人分） □作り方
◇いわしの開き　　４枚
◇塩　　　　　　　少々
◇片栗粉　　　　　小さじ２
◇揚げ油　　　　　適量

【レモンソース】
◇レモン果汁　　　小さじ1
◇濃口しょうゆ　　小さじ1/2
◇砂糖　　　　　　大さじ1と小さじ１
◇水　　　　　　　小さじ２


